
統
計
問
題
経
費
７
９
５
億
円

働
省
自
殺
対
策
推
進
室
は

「
景
気
回
復
や
地
域
の
取
り

組
み
で
減
少
し
て
い
る
が
、

２
万
人
超
の
現
実
を
受
け
止

め
、
対
策
を
進
め
る
」
と
し

て
い
る
。

　

速
報
値
に
よ
る
と
、
男
性

は
１
万
４
１
２
５
人
（
１
７

年
比
７
０
１
人
減
）、
女

性
は
６
４
７
３
人
（
同

２
２
人
減
）。
自
殺
者
数
が

２
万
１
千
人
を
下
回
る
の
は

３
７
年
ぶ
り
。

　

１
８
年
１
〜
１
１
月
の

デ
ー
タ
を
分
析
す
る
と
、

５
０
代
（
３
２
２
５
人
、
前

年
同
期
比
９
１
人
減
）
と

４
０
代
（
３
２
２
２
人
、
同

２
２
０
人
減
）
が
多
く
、

６
０
代
（
２
８
１
１
人
、
同

３
１
２
人
減
）
が
続
く
。

　

未
成
年
は
男
性
が
３
５
人

　
【
共
同
】
政
府
は
１
８
日
、
毎
月
勤
労
統
計
の
不
正
調
査
問
題
を
受
け
、
２
０
１
９

年
度
当
初
予
算
案
の
閣
議
決
定
を
や
り
直
し
た
。
雇
用
保
険
の
失
業
給
付
な
ど
の

過
少
受
給
者
へ
の
追
加
支
給
関
連
費
は
７
９
５
億
円
に
達
し
、
対
象
者
は
延
べ

２
０
１
５
万
人
に
上
っ
た
。
関
連
経
費
を
新
た
に
盛
り
込
ん
だ
こ
と
で
、
一
般
会
計

総
額
は
６
億
５
千
万
円
拡
大
し
１
０
１
兆
４
５
７
１
億
円
に
な
っ
た
。

１
９
年
度
予
算
、
閣
議
や
り
直
し

死
亡
率
最
少
、
警
察
庁
ま
と
め

２０１５万人に追加支給１
８
年
、
未
成
年
女
性
は
増
加

自
殺
者
２
万
人
、
９
年
連
続
減

技
能
実
習
生
、
母
国
で
も
活
躍

ミ
ャ
ン
マ
ー
現
地
法
人
で
雇
用

日
本
海
呼
称
問
題
で
協
議
へ

政
府
、
国
際
機
関
要
請
受
け

防潮扉に描かれた、バンクシーの
作品に似たネズミの絵＝１６日、東
京都港区（東京都提供）（共同）

き
ょ
見
直
し
、
関
連
費
用
を

盛
り
込
む
必
要
に
迫
ら
れ

た
。

　

菅
義
偉
官
房
長
官
は
記
者

会
見
で
「
統
計
の
信
頼
性
を

失
う
事
態
が
生
じ
、
予
算
案

を
変
更
す
る
こ
と
に
な
っ
た

こ
と
は
極
め
て
遺
憾
だ
」
と

　

財
務
省
に
よ
る
と
、
閣
議

で
一
度
決
め
た
予
算
案
の
見

直
し
は
異
例
。
１
９
９
０

年
と
２
０
１
０
年
に
そ
れ
ぞ

れ
同
様
の
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た

だ
け
と
い
う
。
昨
年
１
２
月

２
１
日
の
閣
議
決
定
後
に
問

題
が
浮
上
し
た
た
め
、
急

年
１
〜
１
１
月
の
デ
ー
タ
を

１
７
年
同
期
と
比
べ
る
と
、

１
９
歳
以
下
の
女
性
が
増
え

て
お
り
、
有
識
者
は
「
実
態

を
分
析
し
、
対
策
を
取
る
べ

き
だ
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

政
府
は
１
７
年
の
自
殺
総

合
対
策
大
綱
で
自
殺
死
亡
率

を
米
国
や
ド
イ
ツ
の
水
準

に
並
ぶ
１
３
・
０
人
以
下
に

す
る
目
標
を
掲
げ
て
い
る
。

デ
ー
タ
を
分
析
し
た
厚
生
労

　
【
共
同
】
２
０
１
８
年
の

自
殺
者
数
は
１
７
年
よ
り
７ 

２
３
人
少
な
い
２
万
５
９
８

人
（
３
・
４
％
減
）
で
、
９

年
連
続
で
減
少
し
た
こ
と
が

１
８
日
、警
察
庁
の
集
計（
速

報
値
）
で
分
か
っ
た
。
人
口

１
０
万
人
当
た
り
の
自
殺
者

数
（
自
殺
死
亡
率
）
は
０
・

５
人
改
善
の
１
６
・
３
人
で

１
９
７
８
年
の
統
計
開
始
以

来
、
最
少
と
な
っ
た
。
１
８

減
っ
た
も
の
の
、
女
性
が

５
１
人
増
え
た
た
め
、
前
年

同
期
比
１
６
人
増
の
５
４
３

人
（
男
性
３
３
１
人
、
女
性

２
１
２
人
）
だ
っ
た
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
自
殺
願
望
を

示
唆
す
る
な
ど
し
た
１
０
〜

２
０
代
の
男
女
が
犠
牲
と
な

る
「
座
間
９
人
切
断
遺
体
事

件
」
を
受
け
、
政
府
は
若
者

ら
を
対
象
に
会
員
制
交
流
サ

イ
ト
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
で
の
相
談

体
制
を
強
化
し
て
い
る
。

　

原
因
・
動
機
は
健
康
問

題
（
９
４
５
０
人
）
が
最
も

多
く
、
経
済
・
生
活
問
題

（
３
１
１
８
人
）
が
続
い
た
。

未
成
年
で
は
学
校
問
題
（
１ 

米
朝
高
官
、
非
核
化
協
議
へ

ト
ラ
ン
プ
氏
に
親
書
伝
達
か

バ
ン
ク
シ
ー

の
作
品
か

ネ
ズ
ミ
の
絵
、
都
心
で
発
見

述
べ
た
。
麻
生
太
郎
財
務
相

は
「
そ
の
ま
ま
隠
し
て
し
ま

う
よ
り
良
い
と
考
え
る
し
か

な
い
」
と
述
べ
た
。

　

費
用
の
大
半
は
主
に
保
険

料
収
入
で
運
営
す
る
、
厚
生

労
働
省
の
労
働
保
険
特
別

会
計
の
積
立
金
か
ら
捻
出
す

る
。
失
業
給
付
な
ど
の
国
庫

負
担
分
は
赤
字
国
債
の
追
加

発
行
で
賄
う
。
労
働
保
険
特

別
会
計
は
５
７
２
億
円
増

の
３
兆
７
８
９
６
億
円
と

し
た
。
国
債
発
行
総
額
は

１
４
８
兆
７
２
８
６
億
円
か

ら
１
４
８
兆
７
２
９
３
億
円

に
増
や
し
た
。

　

関
連
経
費
の
内
訳
は
追
加

給
付
に
５
６
４
億
円
、
給
付

遅
れ
で
受
給
者
が
失
っ
た

金
利
な
ど
を
穴
埋
め
す
る
た

め
の
費
用
と
し
て
３
７
億
円

を
用
意
。
追
加
給
付
に
向
け

た
シ
ス
テ
ム
改
修
な
ど
事
務

費
は
１
９
５
億
円
と
見
込
ん

だ
。
関
連
作
業
は
長
期
化
す

る
見
通
し
で
、
一
部
は
２
０

年
度
以
降
の
予
算
に
計
上
す

る
。

首相官邸で報道陣の取材に応じる麻生財務相＝１８日午前（共同）

　

外
国
人
労
働
者
受
け
入
れ

を
拡
大
す
る
改
正
入
管
難
民

法
が
１
８
年
１
２
月
に
成
立

し
た
が
、
鎌
倉
社
長
は
「
受

け
入
れ
る
側
と
送
り
出
す

側
、
双
方
の
ル
ー
ル
が
曖
昧

な
ま
ま
だ
」
と
懸
念
す
る
。

「
外
国
人
材
は
安
価
な
単
純

労
働
力
で
は
な
い
。
実
習
生

が
母
国
で
活
躍
で
き
る
よ
う

協
力
す
る
こ
と
で
会
社
も
成

長
が
見
込
め
る
」
と
強
調
し

た
。

　
【
共
同
】
正
体
不
明
の
路

上
芸
術
家
バ
ン
ク
シ
ー
の
作

品
に
似
た
ネ
ズ
ミ
の
絵
が
東

京
都
港
区
に
あ
る
金
属
製
の

防
潮
扉
に
描
か
れ
て
い
る
の

が
１
７
日
ま
で
に
見
つ
か
っ

た
。
扉
を
管
理
す
る
都
は

１
６
日
、
絵
が
描
か
れ
た
部

分
の
金
属
板
を
取
り
外
し
て

倉
庫
で
保
管
。
今
後
、
本
物

か
ど
う
か
調
査
を
進
め
る
方

針
だ
。

　

都
に
よ
る
と
、
絵
が
見
つ

か
っ
た
の
は
新
交
通
シ
ス
テ

ム
「
ゆ
り
か
も
め
」
の
日
の

出
駅
前
に
あ
る
防
潮
扉
。
Ａ

４
サ
イ
ズ
ぐ
ら
い
の
大
き
さ

で
、
傘
を
差
し
、
か
ば
ん
を

手
に
し
た
ネ
ズ
ミ
１
匹
が
描

か
れ
て
い
た
。

　

昨
年
末
、
都
民
か
ら
「
バ

ン
ク
シ
ー
の
作
品
で
は
な
い

か
」
と
指
摘
が
あ
り
、
担

当
者
は
「
落
書
き
は
許
さ
れ

る
も
の
で
は
な
い
が
、
本
物

だ
っ
た
場
合
は
保
全
の
必
要

が
あ
る
上
、
人
が
殺
到
す

る
な
ど
騒
ぎ
に
な
る
可
能
性

が
あ
る
」
と
し
て
、
扉
の
一

部
を
取
り
外
す
こ
と
を
決
め

た
。

　

バ
ン
ク
シ
ー
は
神
出
鬼
没

の
ゲ
リ
ラ
芸
術
家
で
、
世
界

各
地
の
壁
な
ど
に
メ
ッ
セ
ー

ジ
性
の
強
い
作
品
を
描
く
こ

と
で
知
ら
れ
る
。
昨
年
１
０

月
に
は
ロ
ン
ド
ン
で
行
わ
れ

た
競
売
で
、
高
値
が
つ
い
た

絵
画
作
品
を
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー

で
裁
断
し
、話
題
と
な
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
ネ
ズ
ミ
を
題
材

に
し
た
絵
も
多
く
描
い
て
お

り
、
公
式
サ
イ
ト
に
今
回
の

も
の
と
よ
く
似
た
作
品
も
掲

載
さ
れ
て
い
る
。
都
の
担
当

者
は
「
特
殊
な
活
動
方
法
を

し
て
い
る
方
な
の
で
、
確
認

す
る
方
法
も
含
め
て
検
討
し

た
い
」
と
し
て
い
る
。

　
【
共
同
】
記
憶
を
担
う
神

経
を
働
き
や
す
く
す
る
物
質

「
ヒ
ス
タ
ミ
ン
」
が
脳
内
で

増
え
る
薬
を
飲
む
と
、
忘
れ

て
い
た
こ
と
が
思
い
出
せ
る

よ
う
に
な
る
と
の
実
験
結
果

を
、
北
海
道
大
や
京
都
大
な

ど
の
チ
ー
ム
が
８
日
付
の
米

生
物
学
的
精
神
医
学
会
誌
に

発
表
し
た
。
認
知
機
能
障
害

の
治
療
薬
の
開
発
に
つ
な
が

る
と
期
待
さ
れ
る
。

　

実
験
で
は
、
目
ま
い
に
対

す
る
処
方
薬
を
通
常
よ
り
多

量
に
投
与
し
た
。
チ
ー
ム
の

池
谷
裕
二
東
京
大
教
授
は

「
思
い
出
し
た
く
な
い
こ
と

を
思
い
出
す
な
ど
、
薬
の
影

響
に
は
ま
だ
不
明
な
点
も
あ

る
。
自
己
判
断
で
服
用
し
な

の
床
に
ウ
レ
タ
ン
を
充
填
し

た
り
、
外
壁
に
塗
料
を
塗
っ

た
り
す
る
作
業
に
汗
を
流

す
。
ア
ウ
ン
・
ミ
ュ
ー
・
タ

イ
さ
ん
（
２
３
）
は
「
仕
事

を
覚
え
る
の
は
大
変
だ
け
ど

み
ん
な
優
し
く
て
楽
し
い
」

と
笑
顔
だ
。
ヅ
ー
・
リ
ン
・

ト
ン
さ
ん
（
３
８
）
は
「
日

本
で
勉
強
し
て
ミ
ャ
ン
マ
ー

で
も
頑
張
り
た
い
」
と
意
気

込
む
。

　

帰
国
後
の
雇
用
の
受
け
皿

と
な
る
現
地
法
人
「
ミ
ャ
ン

マ
ー
高
知
建
設
サ
ー
ビ
ス
」

は
２
０
１
８
年
１
０
月
に
同

国
の
最
大
都
市
ヤ
ン
ゴ
ン
で

業
務
を
始
め
、
元
実
習
生
３

人
が
現
場
の
管
理
職
を
務
め

る
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は
ヤ

ン
ゴ
ン
を
中
心
に
都
市
開
発

計
画
が
盛
ん
だ
が
、
地
元
企

業
の
技
術
は
発
展
途
上
で
日

本
や
中
国
、
欧
米
か
ら
多
く

の
企
業
が
進
出
し
て
い
る
。

ア
ー
キ
テ
ッ
ク
の
鎌
倉
正
典

社
長
は
「
他
に
現
地
雇
用
を

し
て
い
る
会
社
が
少
な
い
今

が
勝
機
だ
」
と
話
す
。

　

ア
ー
キ
テ
ッ
ク
が
人
材
の

不
足
と
高
齢
化
の
打
開
策
と

し
て
実
習
生
の
受
け
入
れ
を

始
め
た
の
は
１
５
年
。
こ
れ

ま
で
に
計
１
０
人
を
受
け
入

れ
た
。
高
知
県
の
最
低
賃
金

よ
り
高
い
給
与
を
支
給
し
、

賞
与
も
出
す
な
ど
処
遇
改
善

に
取
り
組
ん
で
き
た
と
い

う
。

　
【
共
同
】
ミ
ャ
ン
マ
ー
か

ら
受
け
入
れ
た
技
能
実
習
生

が
身
に
付
け
た
技
術
を
帰
国

後
も
生
か
せ
る
よ
う
、
高
知

市
の
企
業
が
同
国
に
現
地
法

人
を
設
立
し
て
雇
用
し
て
い

る
。
政
府
が
推
進
す
る
外
国

人
労
働
者
の
受
け
入
れ
拡
大

で
権
利
保
障
や
待
遇
改
善
の

在
り
方
が
問
わ
れ
る
中
、
実

習
生
と
海
外
進
出
を
図
る
企

業
の
双
方
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
と
し
て
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
。

　

建
物
の
雨
漏
り
対
策
な
ど

の
工
事
を
手
が
け
る
「
ア
ー

キ
テ
ッ
ク
」
で
は
、
来
日
し

た
実
習
生
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト

　

追
加
給
付
の
内
訳
は
、
雇

用
保
険
は
延
べ
１
９
４
２
万

人
に
対
し
て
２
７
６
億
円
。

労
災
保
険
は
年
金
給
付
が
延

べ
２
７
万
人
、
休
業
補
償
は

延
べ
４
５
万
人
で
、
合
わ
せ

て
２
４
１
億
円
。
船
員
保
険

は
１
万
人
に
１
６
億
円
、
事

業
主
向
け
の
雇
用
調
整
助

成
金
は
延
べ
３
０
万
件
で

３
１
億
円
と
な
る
。
追
加
給

付
の
う
ち
、
雇
用
保
険
に
関

す
る
国
庫
負
担
分
は
６
億
円

と
な
っ
た
。

記
憶
、
薬
で
戻
る

認
知
障
害
の
治
療
に
も

い
で
ほ
し
い
」
と
話
し
た
。

　

実
験
に
は
男
女
３
８
人
が

参
加
。
最
初
に
１
２
８
枚
の

写
真
を
見
せ
、
１
週
間
後
に

多
数
の
写
真
の
中
で
、
ど
れ

が
最
初
に
見
た
も
の
か
を
答

え
て
も
ら
っ
た
。

　

ヒ
ス
タ
ミ
ン
を
増
や
す
薬

を
飲
ん
で
か
ら
答
え
た
時
の

正
解
率
は
４
６
％
で
、
飲

ま
な
い
時
よ
り
３
ポ
イ
ン
ト

高
か
っ
た
。
特
に
、
思
い
出

す
の
が
元
々
不
得
意
な
人

は
、
薬
に
よ
っ
て
正
解
率
が

２
８
％
か
ら
５
５
％
へ
大
き

く
向
上
し
た
。

　

逆
に
、
薬
が
な
く
て
も
よ

く
思
い
出
せ
る
人
は
、
薬
を

飲
む
と
正
解
率
が
６
１
％
か

ら
３
９
％
に
下
が
っ
た
。
引

き
出
し
た
い
記
憶
に
関
連
し

た
神
経
以
外
も
働
い
て
し
ま

い
、
混
乱
し
た
可
能
性
が
あ

る
。

　

ヒ
ス
タ
ミ
ン
は
血
液
中
に

多
く
な
る
と
ア
レ
ル
ギ
ー
を

引
き
起
こ
す
が
、
今
回
の
薬

は
神
経
に
働
く
た
め
、
悪
影

響
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

６
９
人
）
が
最
多
だ
っ
た
。

　

速
報
値
に
よ
る
と
、
３
３

道
府
県
で
減
少
、
１
３
都
府

県
で
増
加
、
滋
賀
は
２
２
７

人
で
１
７
年
と
変
わ
ら
な

か
っ
た
。
最
多
は
東
京
の

２
２
４
８
人
。
大
阪
な
ど

５
府
県
で
も
千
人
を
超
え

た
。
最
少
は
鳥
取
の
７
９

人
。
自
殺
死
亡
率
は
、
山

梨
（
２
４
・
８
人
）、
青
森

（
２
２
・
０
人
）、
和
歌
山

（
２
１
・５
人
）が
高
か
っ
た
。

　

年
間
の
自
殺
者
は
９
７

年
ま
で
は
２
万
人
台
で
推

移
し
た
が
、
９
８
年
か
ら

１
４
年
連
続
で
３
万
人
を
超

え
た
。
最
多
は
０
３
年
の

３
万
４
４
２
７
人
。
最
少
は

８
１
年
の
２
万
４
３
４
人
。

　
【
共
同
】
政
府
は
１
８
日
、

国
際
水
路
機
関
（
Ｉ
Ｈ
Ｏ
）

の
求
め
に
応
じ
、
日
本
海
呼

称
問
題
で
対
立
す
る
韓
国
を

含
む
関
係
国
と
の
非
公
式
協

議
に
臨
む
方
向
で
検
討
に

入
っ
た
。
菅
義
偉
官
房
長
官

が
１
８
日
の
記
者
会
見
で
明

ら
か
に
し
た
。
多
国
間
協
議

を
念
頭
に
置
く
。
Ｉ
Ｈ
Ｏ
の

要
請
は
、日
本
海
と
「
東
海
」

の
併
記
を
主
張
す
る
韓
国
の

意
向
を
踏
ま
え
て
い
る
と
み

ら
れ
る
。
協
議
で
呼
称
問
題

が
取
り
上
げ
ら
れ
れ
ば
、
韓

国
の
訴
え
に
反
論
す
る
方
針

だ
。

　

日
韓
関
係
は
元
徴
用
工
問

題
、
慰
安
婦
支
援
財
団
の
解

散
決
定
、
韓
国
軍
艦
艇
が
火

器
管
制
レ
ー
ダ
ー
を
照
射
し

た
と
さ
れ
る
事
案
を
巡
り
、

悪
化
の
一
途
を
た
ど
る
中
、

新
た
な
問
題
が
浮
上
し
た
格

好
。
日
本
海
呼
称
に
関
す
る

問
題
で
も
立
場
の
隔
た
り
は

大
き
く
、
協
議
に
向
け
て
対

立
が
激
化
す
る
こ
と
も
予
想

さ
れ
る
。

　

河
野
太
郎
外
相
は
２
３

日
、
韓
国
の
康
京
和
外
相
と

会
談
し
、
一
連
の
問
題
に
つ

い
て
意
見
調
整
を
図
る
予

定
。

　

Ｉ
Ｈ
Ｏ
は
、
海
域
な
ど
の

国
際
的
呼
称
の
指
針
を
定
め

る
機
関
。
２
０
２
０
年
の
次

回
総
会
で
、
今
後
の
指
針
に

関
し
て
報
告
す
る
。
政
府
筋

に
よ
る
と
、
Ｉ
Ｈ
Ｏ
は
次
回

総
会
ま
で
に
韓
国
を
含
む
関

係
国
と
の
非
公
式
協
議
を
実

施
す
る
よ
う
日
本
に
促
し
て

い
る
。
菅
氏
は
会
見
で
「
Ｉ

Ｈ
Ｏ
が
開
催
を
呼
び
掛
け
て

き
て
お
り
、
次
期
総
会
で
そ

の
結
果
が
報
告
さ
れ
る
」
と

述
べ
た
。

　

Ｉ
Ｈ
Ｏ
の
協
議
要
請
に
関

し
、
菅
氏
は
複
数
国
の
非
公

式
協
議
を
前
提
に
「
建
設
的

に
貢
献
す
る
」
と
述
べ
、
受

け
入
れ
る
意
向
を
明
ら
か
に

し
た
。
呼
称
問
題
を
巡
る
立

場
に
つ
い
て
は
「
日
本
海
は

国
際
的
に
確
立
し
た
唯
一
の

呼
称
で
あ
り
、
変
更
す
る
必

要
性
や
根
拠
が
な
い
」
と

説
明
。
韓
国
の
併
記
要
求
に

真
っ
向
か
ら
反
対
す
る
姿
勢

を
示
し
た
。

　

呼
称
に
関
す
る
日
韓
２
国

間
協
議
に
つ
い
て
は
消
極
的

で
、
河
野
氏
は
会
見
で
「
必

要
な
い
の
で
は
な
い
か
」
と

指
摘
し
た
。

　

韓
国
は
Ｉ
Ｈ
Ｏ
に
日
本
海

と
東
海
の
併
記
を
訴
え
る
な
ど
、
国
際
社
会
へ
の
働
き
掛

け
を
強
め
て
い
る
。

　
【
ワ
シ
ン
ト
ン
共
同
＝
井

上
智
太
郎
】
北
朝
鮮
の
金
正

恩
朝
鮮
労
働
党
委
員
長
の
側

近
、
金
英
哲
党
副
委
員
長
が

１
７
日
夕
（
日
本
時
間
１
８

日
午
前
）、
米
首
都
ワ
シ
ン

ト
ン
近
郊
の
ダ
レ
ス
国
際
空

港
に
到
着
し
た
。
非
核
化
の

進
め
方
や
米
朝
両
首
脳
が
強

い
意
欲
を
示
す
再
会
談
実
現

に
向
け
、
１
８
日
に
ポ
ン
ペ

オ
米
国
務
長
官
ら
と
の
高
官

協
議
に
臨
む
見
通
し
。

　

金
英
哲
氏
は
、
金
正
恩
氏

が
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
に
宛

て
た
親
書
を
携
え
て
い
る

と
み
ら
れ
る
。
ト
ラ
ン
プ
氏

は
高
官
協
議
の
結
果
を
踏
ま

え
、
自
ら
金
英
哲
氏
と
会
う

か
判
断
す
る
と
み
ら
れ
る
。

ベ
ト
ナ
ム
が
最
有
力
候
補
と

し
て
浮
上
す
る
再
会
談
の
開

催
場
所
や
日
程
の
調
整
が
ど

こ
ま
で
進
む
か
が
焦
点
だ
。

　

空
港
で
は
米
国
の
ビ
ー
ガ

ン
北
朝
鮮
担
当
特
別
代
表
が

出
迎
え
、
一
行
は
ワ
シ
ン
ト

ン
中
心
部
の
ホ
テ
ル
に
入
っ

た
。
北
朝
鮮
指
導
部
の
要
人

が
ワ
シ
ン
ト
ン
で
宿
泊
す
る

の
は
約
１
８
年
ぶ
り
。

　

金
英
哲
氏
に
は
党
統
一
戦

線
部
の
キ
ム
・
ソ
ン
ヘ
統
一

戦
線
策
略
室
長
ら
が
同
行
し

て
い
る
。
１
９
日
ま
で
ワ
シ

ン
ト
ン
に
滞
在
し
、
北
京
経

由
で
帰
途
に
就
く
と
み
ら
れ

る
。
米
国
と
の
実
務
協
議
を

担
当
す
る
崔
善
姫
外
務
次
官

は
加
わ
っ
て
い
な
い
。

　

北
朝
鮮
は
１
年
以
上
、核
・

ミ
サ
イ
ル
実
験
を
中
断
。
今

月
１
日
の
新
年
の
辞
で
金
正

恩
氏
は
「
こ
れ
以
上
、
核
兵

器
を
つ
く
ら
な
い
」
と
表
明

し
た
。
高
官
協
議
で
は
米
側

に
も
相
応
の
行
動
を
取
る
よ

う
求
め
、
制
裁
緩
和
や
米
朝

の
敵
対
関
係
解
消
に
向
け
た

措
置
を
働
き
掛
け
る
と
み
ら

れ
る
。

　

米
政
府
は
今
回
、
金
英
哲

氏
の
訪
米
に
つ
い
て
事
前
に

公
表
し
て
お
ら
ず
、
北
朝
鮮

側
の
出
方
を
慎
重
に
見
極
め

る
構
え
と
み
ら
れ
る
。

　

ポ
ン
ペ
オ
氏
は
昨
年
１
０

月
に
訪
朝
し
、
金
英
哲
氏
や

金
正
恩
氏
と
会
談
し
た
が

首
脳
再
会
談
の
調
整
は
進
ま

な
か
っ
た
。
実
効
性
の
あ
る

非
核
化
措
置
を
求
め
る
米
側

と
、
制
裁
解
除
な
ど
を
要

求
す
る
北
朝
鮮
側
と
の
隔

た
り
は
大
き
く
、
金
英
哲
氏

は
１
１
月
の
訪
米
を
直
前
に

キ
ャ
ン
セ
ル
し
た
。
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廃
止
求
め
た
は
ず
の
特
権
利
用
？

ラ
フ
化
し
た
。

　

受
験
者
の
経
済
的
環
境
を

識
別
す
る
た
め
に
設
定
さ
れ

た
条
件
は
、「
中
等
教
育
を

公
立
校
で
受
け
た
」「
家
に

車
、パ
ソ
コ
ン
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
環
境
、
固
定
電
話
が
な
い
」

「
通
っ
た
学
校
の
イ
ン
フ
ラ

条
件
が
低
か
っ
た
」「
世
帯
１

人
あ
た
り
の
収
入
が
３
分
の

１
最
低
賃
以
下
」
な
ど
だ
。

　

こ
れ
ら
の
条
件
に
全
て

当
て
は
ま
る
、
も
し
く
は

一
つ
を
除
い
て
全
て
当
て
は

ま
る
受
験
者
を
「
経
済
的

条
件
が
著
し
く
低
い
」
と

定
義
し
た
。
そ
う
し
た
受

験
者
１
７
万
６
千
人
の
内
、

２
９
３
人
（
０
・
１
６
％
）

だ
け
が
、
Ｅ
ｎ
ｅ
ｍ
で
上
位

５
％
の
成
績
を
収
め
た
の
だ
。

　

こ
の
、
Ｅ
ｎ
ｅ
ｍ
成
績

上
位
５
％
の
グ
ル
ー
プ
の
内
、

「
経
済
的
条
件
が
著
し
く
低

い
」
受
験
者
は
０
・４
％
し
か

い
な
か
っ
た
。
ま
た
、
成
績

上
位
５
％
の
生
徒
の
２
５
％

　

最
高
裁
の
ル
イ
ス
・
フ
ク
ス
判
事
は
１
７
日
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
の
長
男
フ

ラ
ヴ
ィ
オ
次
期
上
議
（
社
会
自
由
党
・
Ｐ
Ｓ
Ｌ
）
か
ら
の
訴
え
を
受
け
、
同
氏
の

リ
オ
州
議
時
代
の
元
職
員
、
フ
ァ
ブ
リ
シ
オ
・
ケ
イ
ロ
ス
氏
の
口
座
へ
の
疑
惑
の

振
込
み
に
関
す
る
金
融
活
動
管
理
審
議
会
（
Ｃ
Ｏ
Ａ
Ｆ
）
の
捜
査
を
一
時
的
に
差

し
止
め
る
命
令
を
出
し
た
。
こ
の
件
が
大
き
な
波
紋
を
投
げ
か
け
て
い
る
。
１
８

日
付
伯
字
紙
が
報
じ
て
い
る
。

い
る
。

　

Ｆ
Ｐ
は
議
員
の
裁
判
権
な

ど
を
定
め
た
も
の
で
、
現
在

の
規
定
だ
と
、
連
邦
議
員
の

場
合
は「
在
任
中
に
発
生
し
、

職
務
と
関
係
の
あ
る
件
の
み

が
最
高
裁
管
轄
」
と
な
る
。

そ
れ
に
従
う
と
、
２
月
１
日

に
上
議
と
な
る
フ
ラ
ヴ
ィ
オ

氏
の
州
議
時
代
の
疑
惑
に
関

し
て
は
、
最
高
裁
で
は
問
わ

れ
な
い
は
ず
だ
。

　

し
か
も
、
Ｃ
Ｏ
Ａ
Ｆ
が
指

摘
し
た
ケ
イ
ロ
ス
氏
の
疑
惑

の
捜
査
は
、
現
状
で
は
ケ
イ

ロ
ス
氏
の
み
が
対
象
と
な
っ

て
お
り
、
フ
ラ
ヴ
ィ
オ
氏
は

含
ま
れ
て
い
な
い
。「
自
身

へ
の
捜
査
で
な
い
も
の
を
、

な
ぜ
特
権
を
利
用
し
て
止
め

よ
う
と
す
る
の
か
」
と
、
そ

の
矛
盾
を
指
摘
す
る
声
が
目

だ
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
Ｆ
Ｐ
は
、

父
の
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
が
か
つ

て
、
ビ
デ
オ
を
通
じ
て
廃
止

を
訴
え
て
い
た
も
の
だ
。
ま

た
、
ビ
デ
オ
で
は
フ
ラ
ヴ
ィ

オ
氏
も
父
の
真
横
に
映
っ
て

い
た
。
フ
ラ
ヴ
ィ
オ
氏
の
弟

　

本
日
付
で
報
じ
た
ボ
ウ
ソ

ナ
ロ
大
統
領
の
長
男
フ
ラ

ヴ
ィ
オ
氏
が
行
っ
た
ケ
イ
ロ

ス
氏
へ
の
捜
査
差
止
請
求
問

題
は
、
こ
れ
ま
で
ど
ん
な
に

ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な
報
道
が
あ
っ

て
も
動
じ
な
か
っ
た
強
固
な

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
一
族
支
持
者
た

ち
を
、
は
じ
め
て
と
言
っ

の
エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
下
議
も
、

Ｆ
Ｐ
廃
止
を
訴
え
て
い
る
こ

と
で
知
ら
れ
て
い
た
。

　

フ
ク
ス
判
事
は
「
今
回
の

差
し
止
め
は
報
告
官
役
の
マ

ル
コ
・
ア
ウ
レ
ー
リ
オ
判
事

が
戻
る
ま
で
の
暫
定
的
な
も

の
」
と
し
た
が
、
ア
ウ
レ
ー

リ
オ
判
事
は
「（
休
暇
明
け

の
）
２
月
１
日
に
処
理
す
る

が
、
同
種
の
苦
情
は
い
つ
も

ゴ
ミ
箱
行
き
に
し
て
き
た
」

と
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
ロ
ド
リ
ゴ
・
ジ
ャ

ノ
ー
前
検
察
庁
長
官
や
、
ジ

ウ
マ
元
大
統
領
罷
免
請
求
を

作
成
し
た
弁
護
士
で
も
あ
る

ジ
ャ
ナ
イ
ー
ナ
・
パ
ス
コ
ア

ル
聖
州
議
（
Ｐ
Ｓ
Ｌ
）
も
、

フ
ク
ス
判
事
の
判
断
に
疑
問

を
呈
し
た
。

最
高
裁
承
認
で
波
紋
広
が
る

は
、
経
済
的
条
件
が
恵
ま
れ

て
い
る
家
庭
の
出
身
者
だ
っ

た
。

　

経
済
状
況
に
関
係
な
く
、

全
て
の
受
験
者
の
得
点
を
グ

ラ
フ
化
す
る
と
、
１
千
点
満

点
の
試
験
で
５
０
５
点
か
ら

５
１
０
点
を
取
っ
た
生
徒
が

一
番
多
か
っ
た
（
３
万
３
千

人
）
が
、
経
済
状
況
が
著
し

く
低
い
生
徒
に
限
定
し
た
場

合
、
大
半
（
６
千
人
）
は

４
６
０
点
か
ら
４
６
５
点

だ
っ
た
。
ま
た
、
経
済
的
条

件
が
著
し
く
低
い
の
に
成
績

上
位
５
％
に
入
っ
た
２
９
３

人
の
過
半
数
、
１
５
４
人
は

セ
ア
ラ
ー
州
出
身
だ
っ
た
。

　

同
州
の
公
共
教
育
は
、
識

字
率
向
上
と
い
う
極
め
て
本

い
る
。

　

Ｅ
ｎ
ｅ
ｍ
の
結
果
を
分
析

し
た
の
は
、ブ
ラ
ジ
リ
ア
大
学

（
Ｕ
ｎ
Ｂ
）
の
公
共
経
済
学

修
士
で
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

テ
ィ
ス
ト
の
レ
オ
ナ
ル
ド
・
サ

レ
ス
氏
だ
。

　

１
７
年
の
Ｅ
ｎ
ｅ
ｍ
は

４
６
０
万
人
が
受
験
し
た
。

サ
レ
ス
氏
は
１
３
０
万
人
分

の
デ
ー
タ
を
集
め
、
受
験
者

の
成
績
と
経
済
的
条
件
を
グ

　

２
０
１
７
年
の
国
家
高
等

教
育
試
験
（
Ｅ
ｎ
ｅ
ｍ
）
の

結
果
の
分
析
デ
ー
タ
に
よ
る

と
、
経
済
的
条
件
が
著
し
く

低
い
受
験
者
１
７
万
６
千
人

の
内
、
エ
リ
ー
ト
大
学
へ
の

進
学
資
格
を
得
る
に
足
る
点

数
（
上
位
５
％
の
成
績
）
を

取
っ
た
の
は
、
０
・
１
６
％
に

当
た
る
２
９
３
人
だ
け
だ
っ

た
事
が
わ
か
っ
た
。
世
帯
間

の
経
済
格
差
が
、
子
供
の
試

験
の
成
績
に
も
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
現
実
を
、
１
８
日

付
エ
ス
タ
ー
ド
紙
が
伝
え
て

上
位
５
％
に
は
０
・１
６
％
し
か
入
れ
ず

マ
ド
ゥ
ー
ロ
政
権
打
倒
に
尽
力

変
え
ら
れ
な
い
ハ
ン
デ
背
負
い

質
的
な
レ
ベ
ル
か
ら
の
改
善

を
行
う
こ
と
で
、
他
州
の
模

範
と
な
っ
て
い
る
。
最
新
の
基

礎
教
育
開
発
指
数
（
Ｉ
ｄ
ｅ

ｂ
）
で
は
、
同
州
の
中
等
公

共
教
育
の
レ
ベ
ル
は
、
聖
州
、

ロ
ン
ド
ニ
ア
州
ら
と
共
に
、

全
体
の
４
位
タ
イ
だ
。

　

サ
ン
パ
ウ
ロ
総
合
大
学
（
Ｕ

Ｓ
Ｐ
）
教
育
学
部
教
授
の
オ

シ
マ
ー
ル
・
ア
ラ
ヴ
ァ
ル
セ
氏

は
、「
試
験
の
結
果
を
『
本
人

が
努
力
し
た
か
否
か
』
と
だ

け
見
る
の
は
誤
り
。
家
庭
が

経
済
的
に
困
窮
し
て
い
る
と
、

生
徒
本
人
に
は
学
習
意
欲
を

あ
っ
て
も
、
働
い
て
家
計
を

助
け
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た

り
、
裕
福
な
家
庭
の
生
徒
が

持
っ
て
い
る
よ
う
な
教
材
や
学

習
環
境
が
得
ら
れ
な
か
っ
た

り
す
る
。
所
得
や
母
親
の
学

歴
と
い
っ
た
各
家
庭
の
要
因

も
、
生
徒
の
成
績
に
影
響
す

る
」
と
語
っ
て
い
る
。

た
。
こ
の
件
は
、
リ
オ
州
議

会
で
横
行
し
て
い
た
と
さ
れ

る
、
州
議
へ
の
毎
月
の
贈
賄

ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
と
関
連
す
る

も
の
で
は
と
い
う
疑
惑
を
生

む
と
共
に
、
フ
ラ
ヴ
ィ
オ
氏

が
複
数
の
幽
霊
職
員
を
雇
っ

て
い
た
疑
い
も
さ
さ
や
か
れ

て
い
た
。

　

こ
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
で
、

ケ
イ
ロ
ス
氏
は
「
空
口
座
」

を
意
味
す
る
俗
語
「
ラ
ラ
ン

ジ
ャ
（
オ
レ
ン
ジ
）」
と
い

う
あ
だ
名
を
つ
け
ら
れ
た
。

そ
の
最
中
に
、
フ
ラ
ヴ
ィ
オ

氏
が
「
フ
ォ
ロ
・
プ
レ
ヴ
ィ

レ
ジ
ア
ー
ド
（
Ｆ
Ｐ
）」
を

盾
に
最
高
裁
に
訴
え
、
そ
れ

が
受
け
入
れ
ら
れ
た
た
め

に
、
こ
と
が
大
き
く
な
っ
て

Ｅｎｅｍ受験に向けて勉強する生徒
（参考画像・Suami Dias / GOVBA）

フ
ラ
ヴ
ィ
オ
氏
（W

ilson Dias/Agência Brasil

）

支
持
者
か
ら
も
大
き
な
落
胆
の
声

ボウソナロ大統領

　

さ
ら
に
、
フ
ラ
ヴ
ィ
オ
氏

の
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
に
は
ボ

ウ
ソ
ナ
ロ
一
家
の
支
持
者
か

ら
「
説
明
し
ろ
」
と
の
苦
情

が
殺
到
。
同
家
に
と
っ
て
、

こ
れ
ま
で
で
最
大
の
ス
キ
ャ

ン
ダ
ル
と
な
っ
て
い
る
。

て
い
い
ほ
ど
強
く
動
揺
さ
せ

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
も
、
前

妻
と
の
裁
判
記
録
で
明
か

さ
れ
た
父
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
の

不
正
疑
惑
や
、
一
族
の
不
動

産
資
産
急
増
疑
惑
は
あ
っ
た

し
、
幽
霊
職
員
疑
惑
な
ら
父

に
も
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
信

者
に
は
響
い
て
こ
な
か
っ
た

の
だ
が
、
今
回
ば
か
り
は
抗

議
が
殺
到
し
た
。
信
者
た
ち

に
と
っ
て
は
、
疑
惑
そ
の
も

の
よ
り
も
、
そ
れ
を
も
み

消
そ
う
と
し
た
態
度
の
方
が

シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
の
か
。
こ

の
件
、
こ
の
ま
ま
で
は
終
わ

ら
な
い
気
が
。

　
　
　
　
　

◎

　

聖
市
で
は
１
７
日
も
、
夏

場
は
も
は
や
名
物
と
も
い
え

る
、「
猛
暑
の
後
の
強
い
夕

立
」
が
起
き
た
。
市
内
で
は

４
５
本
も
の
倒
木
が
報
告
さ

れ
、
道
路
の
冠
水
も
見
ら
れ

た
。
１
７
日
は
、
セ
ン
ト
ロ

の
シ
リ
オ
・
リ
バ
ネ
ス
病
院

前
で
大
木
が
倒
れ
た
り
、
市

内
屈
指
の
繁
華
街
ピ
ニ
ェ
イ

ロ
ス
で
冠
水
が
起
き
た
り
な

ど
、
人
目
に
つ
く
場
所
で
の

被
害
が
目
立
っ
た
。
予
報
だ

と
、
こ
の
蒸
し
暑
い
状
況
は

週
末
も
続
き
、
今
日
や
明
日

は
３
０
ミ
リ
を
越
え
る
雨
が

降
る
と
か
。
外
出
の
際
は
く

れ
ぐ
れ
も
気
を
つ
け
て
。

　
　
　
　
　

◎

　

１
２
月
上
旬
か
ら
続
い
て

い
た
休
止
期
間
が
よ
う
や
く

終
わ
り
、
サ
ッ
カ
ー
の
季
節

が
戻
っ
て
く
る
。
今
日
か
ら

聖
州
選
手
権
が
開
幕
だ
。
最

初
の
う
ち
は
ど
こ
の
チ
ー
ム

も
そ
れ
ほ
ど
本
気
を
出
し
て

こ
な
い
も
の
だ
が
、
今
年

の
同
州
で
は
、
パ
ル
メ
イ
ラ

ス
や
サ
ン
パ
ウ
ロ
、
コ
リ
ン

チ
ャ
ン
ス
な
ど
、
大
型
補
強

を
行
っ
た
チ
ー
ム
が
目
立
つ

の
で
、
例
年
に
増
し
て
楽
し

み
だ
。
優
勝
の
栄
冠
は
ど
の

チ
ー
ム
に
？

　

民
間
航
空
監
督
庁
（
Ａ
ｎ

ａ
ｃ
）
は
１
７
日
、
国
内

第
４
の
航
空
会
社
ア
ヴ
ィ
ア

ン
カ
社
の
航
空
機
１
０
機
を

２
２
日
ま
で
に
没
収
す
る
と

発
表
し
た
。
１
８
日
伯
字
各

紙
が
報
じ
て
い
る
。

　

ア
ヴ
ィ
ア
ン
カ
は
１
２
月

１
１
日
に
、
民
事
再
生
法
適

用
を
申
請
し
て
い
る
。
同
社

は
航
空
機
を
借
り
て
営
業
し

て
い
る
が
、
巨
額
の
負
債
に

苦
し
み
、
レ
ン
タ
ル
料
の
支

払
い
が
滞
っ
て
い
た
。

　

１
４
日
ア
ヴ
ィ
ア
ン
カ
は

機
体
の
没
収
の
期
日
を
１
５

日
延
ば
す
た
め
調
停
審
問
に

参
加
。
そ
こ
で
、２
月
１
日
、

新
た
な
負
債
返
済
計
画
を
提

出
す
る
ま
で
、
機
体
没
収
は

先
延
ば
し
さ
れ
る
と
の
合
意

を
得
て
い
た
。

　

Ａ
ｎ
ａ
ｃ
に
よ
る
処
分
は

エ
ア
バ
ス
Ａ
３
２
０
型
機

１
０
機
が
対
象
で
、
こ
れ
ら

の
オ
ー
ナ
ー
は
、
米
国
本
社

の
航
空
機
リ
ー
ス
会
社
、
Ｇ

Ｅ
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
ア
ビ
エ
ー

シ
ョ
ン
・
サ
ー
ビ
ス
社
だ
。

　

た
だ
し
、
Ａ
ｎ
ａ
ｃ
の
決

定
は
機
体
の
運
行
を
禁
じ
る

の
み
で
、
返
却
を
強
制
す
る

力
は
な
い
の
で
、
オ
ー
ナ
ー

会
社
は
１
０
機
を
取
り
戻
し

て
は
い
な
い
。

　

ス
イ
ス
の
Ｕ
Ｂ
Ｓ
銀
行
は

１
７
日
、
ア
ヴ
ィ
ア
ン
カ
社

存
続
の
可
能
性
あ
り
と
の
レ

ポ
ー
ト
を
出
し
た
が
、
そ
れ

に
は
路
線
縮
小
が
条
件
だ
。

　

ア
ヴ
ィ
ア
ン
カ
社
は
、
飛

行
機
没
収
は
１
４
日
の
裁
判

所
の
判
断
に
反
す
る
と
し
た

上
で
、
営
業
は
通
常
通
り
行

わ
れ
て
お
り
、
関
連
案
件
に

関
し
て
は
必
要
な
手
段
を
講

じ
る
と
し
て
い
る
。

　

Ａ
ｎ
ａ
ｃ
は
、
ア
ヴ
ィ
ア

ン
カ
社
の
航
空
路
線
に
運
休

や
遅
延
、
日
付
変
更
な
ど
の

影
響
が
出
る
可
能
性
が
あ
る

た
め
、
航
空
券
購
入
者
は
直

接
ア
ヴ
ィ
ア
ン
カ
に
問
い
合

わ
せ
る
よ
う
に
と
案
内
し
て

い
る
。

　
【
既
報
関
連
】
ジ
ャ
イ
ー

ル
・
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
が

１
７
日
、
１
０
日
に
発
足
し

た
第
２
期
マ
ド
ゥ
ー
ロ
政
権

は
違
憲
と
す
る
ベ
ネ
ズ
エ
ラ

の
反
体
制
派
の
人
物
や
米
州

機
構
代
表
、
リ
マ
グ
ル
ー

プ
参
加
国
首
脳
ら
と
会
談

し
、
マ
ド
ゥ
ー
ロ
政
権
打
倒

の
た
め
に
出
来
る
限
り
の

事
を
す
る
と
約
束
し
た
と

１
７
、１
８
日
付
伯
字
紙
、

サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

　

伯
国
外
務
省
は
同
日
夜
、

そ
の
日
の
会
談
は
、「
ベ
国

の
実
情
を
聞
き
、
マ
ド
ゥ
ー

ロ
氏
が
不
当
な
方
法
で
大
統

領
に
再
就
任
し
た
事
を
確
認

す
る
と
共
に
、
同
国
憲
法
に

則
り
、
フ
ア
ン
・
グ
ア
イ
ド

国
民
議
会
議
長
が
大
統
領
代

行
を
務
め
る
事
の
正
当
性
を

確
認
す
る
た
め
の
も
の
だ
っ

た
」
と
の
声
明
を
出
し
た
。

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
は
、

ル
ー
ラ
、
ジ
ウ
マ
両
元
大
統

領
も
マ
ド
ゥ
ー
ロ
氏
を
側
面

か
ら
援
助
し
て
お
り
、
ベ
国

が
現
在
の
よ
う
な
政
治
的
、

人
道
的
な
危
機
に
陥
っ
た
責

任
の
一
部
は
伯
国
に
も
あ
る

と
の
認
識
を
示
し
た
。
さ
ら

に
、「
同
国
民
を
案
じ
、
現

状
を
打
破
す
る
た
め
に
政
治

的
な
支
援
を
行
う
」
と
の
意

向
を
表
明
し
た
。

　

亡
命
中
の
ベ
国
最
高
裁
長

官
ミ
ゲ
ル
・
ア
ン
ヘ
ル
・
マ

ル
チ
ン
氏
は
こ
れ
を
聞
き
、

「
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
の
言

葉
は
、
母
国
の
民
主
主
義
回

復
の
た
め
の
希
望
の
光
」
と

喜
ん
だ
。
ま
た
、
米
州
機
構

補
佐
官
の
グ
ス
タ
ー
ヴ
ォ
・

シ
ノ
シ
氏
は
、「
ベ
国
民
の

苦
難
を
終
ら
せ
る
た
め
の
支

援
を
惜
し
ま
ぬ
姿
勢
を
明
ら

か
に
し
た
」
と
賞
賛
し
た
。

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
は
同

日
夜
、
マ
ル
チ
ン
、
シ
ノ
シ

両
氏
を
前
に
、「
伯
国
は
ベ

国
の
民
主
主
義
回
復
の
た
め

に
尽
力
す
る
」
と
約
束
す
る

ビ
デ
オ
を
流
し
た
。

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
政
権
は
、
マ

ド
ゥ
ー
ロ
政
権
打
倒
の
た
め

の
最
善
策
は
南
米
諸
国
が
一

致
し
て
対
峙
す
る
事
と
の
考

え
で
一
致
し
、
国
際
社
会
の

意
見
を
ま
と
め
る
役
を
果
た

す
意
向
も
示
し
て
い
る
。

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
や
外
務
省

は
既
に
、
来
週
ス
イ
ス
で
開

催
さ
れ
る
ダ
ヴ
ォ
ス
経
済
会

議
で
、
グ
ア
イ
ド
国
民
議
会

議
長
を
同
国
の
大
統
領
代
行

と
認
め
、
民
主
的
な
方
法
で

大
統
領
選
挙
を
行
う
ま
で
の

行
政
権
を
同
議
会
が
担
う
事

の
正
当
性
を
訴
え
る
事
な
ど

も
考
え
て
い
る
。
グ
ア
イ
ド

議
長
ら
が
現
在
直
面
し
て
い

る
課
題
は
、
国
際
社
会
に
国

民
議
会
を
代
行
政
府
と
認
め

て
も
ら
う
事
だ
か
ら
だ
。

　

ま
た
、
１
７
日
に
は
複
数

の
省
庁
関
係
者
が
ロ
ラ
イ
マ

州
に
赴
き
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
難

民
の
実
態
を
再
確
認
。
同
国

難
民
を
他
州
で
も
受
け
入
れ

る
政
策
の
継
続
も
決
め
た
。

　

１
６
日
に
国
家
高
等
教
育

試
験（
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｍ
）の
新
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
公
示

さ
れ
た
ム
リ
ー
ロ
・
レ
ゼ
ン

デ
・
フ
ェ
レ
イ
ラ
氏
の
指
名

が
、
１
日
で
取
り
さ
げ
ら
れ

た
。
同
氏
は
か
ね
て
か
ら
個

人
的
な
問
題
が
指
摘
さ
れ
て

い
た
。
１
７
日
付
伯
字
サ
イ

ト
が
報
じ
て
い
る
。

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
は
昨

年
行
わ
れ
た
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｍ
で
、

同
性
愛
に
関
す
る
問
題
が
出

た
こ
と
な
ど
に
不
満
を
抱
い

て
お
り
、
１
４
日
に
は
Ｅ
Ｎ

Ｅ
Ｍ
を
管
轄
す
る
全
国
教
育

研
究
調
査
員
（
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
）

の
マ
リ
ア
・
イ
ネ
ス
・
フ
ィ

ニ
氏
を
解
任
し
て
い
た
。

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
政
権
は
か
ね

て
か
ら
、
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
内
の
Ｅ

Ｎ
Ｅ
Ｍ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

に
「
政
党
な
き
学
校
」
の
擁

護
者
で
も
あ
る
レ
ゼ
ン
デ
氏

を
希
望
し
て
お
り
、
正
式
な

指
名
を
受
け
た
こ
と
が
、
オ

ニ
キ
ス
・
ロ
レ
ン
ゾ
ー
ニ
官

房
長
官
の
名
前
で
１
６
日
付

官
報
に
掲
載
さ
れ
た
。
し
か

し
、
１
７
日
夜
、
同
氏
の
指

名
は
取
り
消
さ
れ
た
。

　

理
由
は
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
な
い
が
、
レ
ゼ
ン
デ
氏
は

か
ね
て
か
ら
「
焚
書
」「
連

邦
議
会
へ
の
侵
入
お
よ
び
閉

鎖
」
を
認
め
る
な
ど
と
す
る

過
激
な
発
言
を
ネ
ッ
ト
上
で

行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
昨
年
は
教
育
関
係

の
ネ
ッ
ト
で
発
表
し
た
論
文

が
盗
作
で
あ
っ
た
こ
と
も
発

覚
。
１
６
年
に
ゴ
イ
ア
ス
州

で
行
わ
れ
た
公
聴
会
で
は
、

教
師
の
こ
と
を
「
本
当
に
は

勉
強
し
た
が
ら
な
い
実
演
作

業
者
」
と
批
判
す
る
な
ど
、

関
係
者
の
間
で
は
就
任
前
か

ら
問
題
と
な
っ
て
い
た
。

　

そ
れ
以
前
に
は
、
ジ
ウ
マ

大
統
領
罷
免
時
に
台
頭
し
た

保
守
系
の
非
政
府
政
治
団
体

「
ブ
ラ
ジ
ル
自
由
運
動
（
Ｍ

Ｌ
Ｂ
）」
の
メ
ン
バ
ー
で
も

あ
っ
た
が
、
そ
こ
で
も
除
名

処
分
を
受
け
て
い
た
こ
と
も

明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。

外国為替市況
中銀サイトより

1月18日午後 4時現在
米ドル相場

売　3.7540  R$
買　3.7534  R$

円相場
売　0.0342  R$
買　0.0342  R$

ボウソナロ長男が捜査差止請求

ア
ヴ
ィ
ア
ン
カ
機
１
０
機
を
没
収

機
体
オ
ー
ナ
ー
会
社
の
要
望
受
け

ベ
国
の
民
主
主
義
回
復
目
指
す

ケイロス
疑惑

Ｅｎｅｍ結果分析

貧
困
家
庭
出
身
者
に
厳
し
い
現
実

（２）２０１９年 第５１６４号 １月 １９日 （土曜日）

Ａｎａｃ

Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｍ
新
担
当
が
１
日
で
解
任

過
去
に
過
激
な
発
言
も
数
々

　

ケ
イ
ロ
ス

氏
の
口
座
に

２
０
１
６
年
１

月
か
ら
１
７
年

１
月
に
か
け

て
、
同
じ
く

フ
ラ
ヴ
ィ
オ

氏
の
職
員
と

し
て
登
録
さ
れ

て
い
た
ケ
イ
ロ

ス
氏
の
妻
や
２

人
の
娘
か
ら
の

も
の
を
含
む
合

計
約
１
２
０
万

レ
ア
ル
に
上
る

疑
惑
の
振
込
み

が
あ
っ
た
こ
と

は
、
昨
年
１
２

月
に
Ｃ
Ｏ
Ａ
Ｆ

が
明
ら
か
に
し



　

米べ
い

軍ぐ
ん

情じ
ょ
う

報ほ
う

部ぶ

は
、
北き

た

ビ
ル
マ
の
ミ
チ
ナ
慰い

安あ
ん

所じ
ょ

で
収

し
ゅ
う

容よ
う

さ

れ
た
慰い

安あ
ん

婦ふ

か
ら
の
聞き

き
取と

り
を
も
と
に
、
以い

下か

の
よ
う
な

報ほ
う

告こ
く

書し
ょ

を
残の

こ

し
て
い
る
。

　

女じ
ょ

性せ
い

た
ち
は
ブ
ロ
ー
カ
ー
（
お
よ
び
経け

い

営え
い

主し
ゅ

）
が
、

３
０
０
～
１
０
０
０
円え

ん

の
前ま

え

借し
ゃ
っ

金き
ん

を
親お

や

に
払は

ら
っ
て
、
そ
の
債さ

い

務む

を
慰い

安あ
ん

所じ
ょ

で
の
収

し
ゅ
う

入に
ゅ
うで
返へ

ん

還か
ん

し
て
い
る
。
経け

い

営え
い

者し
ゃ

と
の
収

し
ゅ
う

入に
ゅ
う

配は
い

分ぶ
ん

比ひ

率り
つ

は
４
０
～
６
０
％
、
女じ

ょ

性せ
い

た
ち
の
稼か

せ

ぎ
は
月つ

き

に

１
０
０
０
～
２
０
０
０
円え

ん

、
兵へ

い

士し

の
月げ

っ

給き
ゅ
うは
１
５
円え

ん

～
２
５

円え
ん

。［
１
，
Ｐ
２
７
０
］

　
慰い

安あ
ん

婦ふ

た
ち
は
、
通つ

う

常じ
ょ
う、
個こ

室し
つ

の
あ
る
二に

階か
い

建だ

て
の
大だ

い

規き

模ぼ

家か

屋お
く

に
宿

し
ゅ
く

泊は
く

し
て
、・
・
・
寝ね

起お

き
し
、
業ぎ

ょ
うを
営い

と
なん
だ
・
・
・

彼か
の

女じ
ょ

た
ち
の
暮く

ら
し
ぶ
り
は
、
ほ
か
の
場ば

所し
ょ

と
比く

ら

べ
れ
ば
贅ぜ

い

沢た
く

と
も
い
え
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

　

慰い

安あ
ん

婦ふ

は
接せ

っ

客き
ゃ
くを
断こ

と
わ
る
権け

ん

利り

を
認み

と

め
ら
れ
て
い
た
・
・
・

負ふ

債さ
い

の
弁べ

ん

済さ
い

を
終お

え
た
何な

ん

人に
ん

か
の
慰い

安あ
ん

婦ふ

は
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

に
帰か

え

る
こ

と
を
許ゆ

る

さ
れ
た
［
１
，
Ｐ
２
７
５
］

　

ま
た
、
ビ
ル
マ
の
ラ
ン
グ
ー
ン
で
慰い

安あ
ん

婦ふ

を
し
て
い
た
文む

ん

玉お
く

珠じ
ゅ

さ
ん
の
手し

ゅ

記き

で
は
、
そ
の
生せ

い

活か
つ

ぶ
り
を
次つ

ぎ

の
よ
う
に
語か

た

っ
て

お
り
、
米べ

い

軍ぐ
ん

の
レ
ポ
ー
ト
を
裏う

ら

付づ

け
て
い
る
。

　

支し

那な

マ
ー
ケ
ッ
ト
に
い
っ
て
買か

い

物も
の

し
た
。
ワ
ニ
皮が

わ

の
ハ
ン
ド

バ
ッ
グ
と
靴く

つ

を
わ
た
し
の
た
め
に
買か

っ
た
。
母は

は

の
た
め
に
も
な
に

か
買か

っ
た
。

　
将

し
ょ
う

校こ
う

さ
ん
た
ち
に
連つ

れ
ら
れ
て
ジ
ー
プ
に
乗の

っ
て
、
ぺ
グ
ー

の
涅ね

槃は
ん

像ぞ
う

を
み
に
行い

っ
た
・
・
・
・
ヤ
マ
ダ
イ
チ
ロ
ウ
（
日に

本ほ
ん

兵へ
い

の
恋こ

い

人び
と

）と
大て

邱ぐ

の
母は

は

の
無ぶ

事じ

を
祈い

の
っ
て
帰か

え
っ
て
き
た
。［
１
，

Ｐ
２
７
６
］

　

ち
な
み
に
文む

ん

玉お
く

珠じ
ゅ

さ
ん
は
、
平へ

い

成せ
い

４
年ね

ん

に
日に

本ほ
ん

の
郵ゆ

う

便び
ん

局
き
ょ
く

を
訪お

と
ず
れ
、
２
万ま

ん

６
１
４
５
円え

ん

の
貯ち

ょ

金き
ん

返へ
ん

還か
ん

の
訴そ

訟し
ょ
うを
起お

こ
し

て
敗や

ぶ

れ
て
い
る
。
千せ

ん

円え
ん

も
あ
れ
ば
故ふ

る

郷さ
と

の
大て

邱ぐ

に
小ち

い

さ
な
家い

え

が

一い
っ

軒け
ん

買か

え
る
と
体た

い

験け
ん

記き

で
述の

べ
て
い
る
が
、
現げ

ん

在ざ
い

の
貨か

幣へ
い

価か

値ち

な
ら
、
４
～
５
千せ

ん

万ま
ん

円え
ん

程て
い

度ど

の
金き

ん

額が
く

を
、
３
年ね

ん

足た

ら
ず
で
貯た

め
た
こ
と
に
な
る
。［
２
，
Ｐ
３
０
１
］

　
「
従

じ
ゅ
う

軍ぐ
ん

慰い

安あ
ん

婦ふ

」
と
い
う
と
、
海か

い

外が
い

で
は
＂
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｉ
Ｔ
Ａ

「
従じ

ゅ
う

軍ぐ
ん

慰い

安あ
ん

婦ふ

」
問も

ん

題だ
い

（
上じ

ょ
う

）

　
　

日に
っ

韓か
ん

友ゆ
う

好こ
う

に
打う

ち
込こ

ま
れ
た
楔く

さ
び

１９９９年
ねん

９月
がつ

２５日
にち

版
ばん

Ｒ
Ｙ　

Ｓ
Ｅ
Ｘ
Ｕ
Ａ
Ｌ　

Ｓ
Ｌ
Ａ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｙ　
（
軍ぐ

ん

用よ
う

性せ
い

奴ど

隷れ
い

）
＂
な
ど
と
呼よ

ば
れ
る
よ
う
に
、
日に

本ほ
ん

軍ぐ
ん

に
よ
っ
て
郷

き
ょ
う

里り

か

ら
強

き
ょ
う

制せ
い

連れ
ん

行こ
う

さ
れ
、
戦せ

ん

地ち

で
は
何な

ん

の
自じ

由ゆ
う

も
な
く
、
も
ち
ろ

ん
無む

給き
ゅ
うで
、
ひ
た
す
ら
兵へ

い

士し

に
も
て
あ
そ
ば
れ
た
、
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
が
定て

い

着ち
ゃ
くし
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
米べ

い

軍ぐ
ん

の
報ほ

う

告こ
く

書し
ょ

で

は
、
ま
っ
た
く
違ち

が

う
実じ

っ

態た
い

が
報ほ

う

告こ
く

さ
れ
て
い
る
。
一い

っ

体た
い

、
ど
ち

ら
が
真し

ん

実じ
つ

に
近ち

か

い
の
か
？

　

ま
ず
慰い

安あ
ん

婦ふ

問も
ん

題だ
い

の
経け

い

緯い

を
時じ

系け
い

列れ
つ

的て
き

に
見み

渡わ
た

し
て
お
こ

う
。

１
）　

昭
し
ょ
う

和わ

５
８
（
１
９
８
３
）
年ね

ん

、
吉よ

し

田だ

清き
よ

治は
る

が
、
著ち

ょ

書し
ょ

「
私わ

た
しの
戦せ

ん

争そ
う

犯は
ん

罪ざ
い

・
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

人じ
ん

連れ
ん

行こ
う

強き
ょ
う

制せ
い

記き

録ろ
く

」
の
中な

か

で
、

昭し
ょ
う

和わ

１
８
年ね

ん

に
軍ぐ

ん

の
命め

い

令れ
い

で
「
挺て

い

身し
ん

隊た
い

」
と
し
て
、
韓か

ん

国こ
く

済ち
ぇ

州じ
ゅ

島と
う

で
女じ

ょ

性せ
い

を
「
強

き
ょ
う

制せ
い

連れ
ん

行こ
う

」
し
て
慰い

安あ
ん

婦ふ

に
し
た
と
い
う

「
体た

い

験け
ん

」
を
発は

っ

表ぴ
ょ
う。
朝あ

さ

日ひ

新し
ん

聞ぶ
ん

は
、
こ
れ
を
平へ

い

成せ
い

３
（
９
１
）

年ね
ん

か
ら
翌よ

く

年と
し

に
か
け
、
４
回か

い

に
わ
た
り
、
報ほ

う

道ど
う

。

２
）　

平へ
い

成せ
い

３
年ね

ん

８
月が

つ

１
１
日に

ち

、
朝あ

さ

日ひ

新し
ん

聞ぶ
ん

は
、「
女じ

ょ

子し

挺て
い

身し
ん

隊た
い

」
の
名な

で
戦せ

ん

場じ
ょ
うに
連れ

ん

行こ
う

さ
れ
、
売ば

い

春し
ゅ
ん

行こ
う

為い

を
強し

い
ら
れ

た
「
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

人じ
ん

従じ
ゅ
う

軍ぐ
ん

慰い

安あ
ん

婦ふ

」
の
一ひ

と

人り

が
名な

乗の

り
出で

た
、
と
報ほ

う

道ど
う

。
３
）　

同ど
う

４
年ね

ん

１
月が

つ

１
１
日に

ち

、
朝あ

さ

日ひ

新し
ん

聞ぶ
ん

は
、
一い

ち

面め
ん

ト
ッ
プ
で

「
慰い

安あ
ん

所じ
ょ

、
軍ぐ

ん

関か
ん

与よ

示し
め

す
資し

料り
ょ
う」、「
部ぶ

隊た
い

に
設せ

っ

置ち

指し

示じ　

募ぼ

集し
ゅ
う

含ふ
く

め
統と

う

制せ
い

・
監か

ん

督と
く

」
と
報ほ

う

道ど
う

。
こ
の
直

ち
ょ
く

後ご

の
１
６
日に

ち

か
ら

訪ほ
う

韓か
ん

し
た
宮み

や

沢ざ
わ

首し
ゅ

相し
ょ
うは
首し

ゅ

脳の
う

会か
い

談だ
ん

で
８
回か

い

も
謝し

ゃ

罪ざ
い

を
繰く

り
返か

え

し
、「
真し

ん

相そ
う

究き
ゅ
う

明め
い

」
を
約や

く

束そ
く

。

４
）　

同ど
う

５
年ね

ん

８
月が

つ

４
日か

、
河こ

う

野の

官か
ん

房ぼ
う

長ち
ょ
う

官か
ん

談だ
ん

話わ

、
政せ

い

府ふ

調ち
ょ
う

査さ

の
結け

っ

果か

、「
甘か

ん

言げ
ん

、
弾だ

ん

圧あ
つ

に
よ
る
等な

ど

、
本ほ

ん

人に
ん

た
ち
の
意い

思し

に
反は

ん

し
て
集あ

つ

め
ら
れ
た
事じ

例れ
い

が
数か

ず

多お
お

く
あ
り
、
更さ

ら

に
、
官か

ん

憲け
ん

等な
ど

が
直

ち
ょ
く

接せ
つ

に
荷か

担た
ん

し
た
こ
と
も
あ
っ
た
」
と
発は

っ

表ぴ
ょ
う。

　
こ
の
河こ

う

野の

談だ
ん

話わ

に
よ
っ
て
日に

っ

本ぽ
ん

政せ
い

府ふ

は
、慰い

安あ
ん

婦ふ

が
軍ぐ

ん

に
よ
っ

て
強

き
ょ
う

制せ
い

徴ち
ょ
う

集し
ゅ
うさ
れ
た
こ
と
を
公こ

う

式し
き

に
認み

と

め
て
し
ま
っ
た
こ
と
に

な
る
。
こ
れ
を
契け

い

機き

と
し
て
、
中

ち
ゅ
う

学が
く

高こ
う

校こ
う

の
ほ
と
ん
ど
の
歴れ

き

史し

教き
ょ
う

科か

書し
ょ

に
、「
従

じ
ゅ
う

軍ぐ
ん

慰い

安あ
ん

婦ふ

」
が
記き

述じ
ゅ
つさ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
っ
た
。

　

今こ
ん

日に
ち

で
は
、
各か

く

方ほ
う

面め
ん

の
調

ち
ょ
う

査さ

が
進す

す

み
、
以い

上じ
ょ
うの
報ほ

う

道ど
う

、
発は

っ

表ぴ
ょ
うが
ど
れ
だ
け
の
事じ

実じ
つ

に
基も

と

づ
い
て
い
た
の
か
が
明あ

き

ら
か
に

な
っ
て
き
た
。
以い

下か

、
こ
の
４
点て

ん

を
検け

ん

証し
ょ
うす
る
。

　

ま
ず
１
）、
吉よ

し

田だ

清き
よ

治は
る

の
「
私わ

た
し
の
戦せ

ん

争そ
う

犯は
ん

罪ざ
い

・
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

人じ
ん

連れ
ん

行こ
う

強き
ょ
う

制せ
い

記き

録ろ
く

」
で
は
、
韓か

ん

国こ
く

済ち
ぇ

州じ
ゅ

島と
う

で
の
、
慰い

安あ
ん

婦ふ

強き
ょ
う

制せ
い

連れ
ん

行こ
う

を
次つ

ぎ

の
よ
う
に
、
描

び
ょ
う

写し
ゃ

し
て
い
る
。

　
若わ

か

く
て
大お

お

柄が
ら

な
娘む

す
めに
、山や

ま

田だ

が
「
前ま

え
へ
出で

ろ
」
と
ど
な
っ
た
。

娘む
す
めが
お
び
え
て
そ
ば
の
年と

し

取と

っ
た
女お

ん
なに
し
が
み
つ
く
と
、
山や

ま

田だ

は
…
台だ

い

を
ま
わ
っ
て
行い

っ
て
娘む

す
めの
腕う

で

を
つ
か
ん
で
引ひ

き
ず
り
だ

し
た
…
女じ

ょ

工こ
う

た
ち
は
い
っ
せ
い
に
叫さ

け

び
声ご

え

を
上あ

げ
、
泣な

き
声ご

え

を

上あ

げ
て
い
た
。
隊た

い

員い
ん

た
ち
は
若わ

か

い
娘む

す
めを
引ひ

き
ず
り
出だ

す
の
に
て

こ
ず
っ
て
、
木も

っ

剣け
ん

を
使つ

か

い
、
背せ

中な
か

や
尻し

り

を
打う

ち
す
え
て
い
た
。

…
女じ

ょ

工こ
う

の
中な

か

か
ら
慰い

安あ
ん

婦ふ

に
徴

ち
ょ
う

用よ
う

し
た
娘む

す
め
は
十

じ
ゅ
う

六ろ
く

人に
ん

で
あ
っ

た
。

　

当と
う

時じ

は
、
戦せ

ん

地ち

で
の
強ご

う

姦か
ん

事じ

件け
ん

を
防ふ

せ

ぐ
た
め
に
、
公こ

う

娼
し
ょ
う

業ぎ
ょ
う

者し
ゃ

に
戦せ

ん

地ち

で
開か

い

業ぎ
ょ
うさ
せ
て
い
た
。
戦せ

ん

地ち

で
あ
る
か
ら
、
業

ぎ
ょ
う

者し
ゃ

の
指し

名め
い

、
戦せ

ん

地ち

へ
の
移い

動ど
う

、
営え

い

業ぎ
ょ
う

状じ
ょ
う

態た
い

の
監か

ん

督と
く

な
ど
は
、

軍ぐ
ん

の
関か

ん

与よ

が
当と

う

然ぜ
ん

あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
当と

う

時じ

、
合ご

う

法ほ
う

で
あ
っ
た

公こ
う

娼し
ょ
う

制せ
い

度ど

の
戦せ

ん

地ち

へ
の
延え

ん

長ち
ょ
うで
、
特と

く

に
問も

ん

題だ
い

は
な
い
。

　
「
従

じ
ゅ
う

軍ぐ
ん

慰い

安あ
ん

婦ふ

」
問も

ん

題だ
い

と
は
、
本ほ

ん

人に
ん

の
意い

思し

に
反は

ん

し
た
「
強

き
ょ
う

制せ
い

連れ
ん

行こ
う

を
、
軍ぐ

ん

が
組そ

織し
き

的て
き

に
行

お
こ
な
っ
た
か
、
ど
う
か
」
の
問も

ん

題だ
い

な

の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
吉よ

し

田だ

の
言い

う
よ
う
な
強

き
ょ
う

制せ
い

連れ
ん

行こ
う

が

事じ

実じ
つ

で
あ
っ
た
ら
、
こ
れ
は
日に

本ほ
ん

の
国こ

っ

家か

的て
き

犯は
ん

罪ざ
い

と
な
る
。

　

吉よ
し

田だ

の
記き

述じ
ゅ
つは
済ち

ぇ

州じ
ゅ

島と
う

の
城

じ
ょ
う

山ざ
ん

浦う
ら

に
あ
る
貝か

い

ボ
タ
ン
工こ

う

場
じ
ょ
う

と
い
う
設せ

っ

定て
い

だ
が
、
こ
の
記き

事じ

に
疑ぎ

問も
ん

を
も
っ
た
済ち

ぇ

州じ
ゅ

新し
ん

聞ぶ
ん

の

許き
ょ

栄え
い

善ぜ
ん

記き

者し
ゃ

が
現げ

ん

地ち

で
調

ち
ょ
う

査さ

し
、
以い

下か

の
よ
う
な
記き

事じ

を
書か

い
て
い
る
。

　
島と

う

民み
ん

た
ち
は
「
で
た
ら
め
だ
」
と
一い

っ

蹴し
ゅ
うし
、
こ
の
著ち

ょ

述じ
ゅ
つの
信し

ん

想そ
う

性せ
い

に
対た

い

し
て
強つ

よ

く
疑ぎ

問も
ん

を
投な

げ
か
け
て
い
る
。
城

じ
ょ
う

山ざ
ん

浦う
ら

の

住じ
ゅ
う

民み
ん

の
チ
ョ
ン
・
オ
ク
タ
ン
（
八は

ち

五ご

歳さ
い

の
女じ

ょ

性せ
い

）
は
「
２
５
０

余よ

の
家い

え

し
か
な
い
こ
の
村む

ら

で
、
１
５
人に

ん

も
徴

ち
ょ
う

用よ
う

し
た
と
す
れ

ば
大だ

い

事じ

件け
ん

で
あ
る
が
、
当と

う

時じ

は
そ
ん
な
事じ

実じ
つ

は
な
か
っ
た
」
と

語か
た
っ
た
。

　
郷

き
ょ
う

土ど

史し

家か

の
金き

ん

奉ほ
う

玉ぎ
ょ
くは
「
１
９
８
３
年ね

ん

に
日に

本ほ
ん

語ご

版ば
ん

が
出で

て
か
ら
、
何な

ん

年ね
ん

か
の
間

あ
い
だ

追つ
い

跡せ
き

調ち
ょ
う

査さ

し
た
結け

っ

果か

、
事じ

実じ
つ

で
な
い

こ
と
を
発は

っ

見け
ん

し
た
。
こ
の
本ほ

ん

は
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
悪あ

く

徳と
く

ぶ
り
を
示し

め

す

軽け
い

薄は
く

な
商

し
ょ
う

魂こ
ん

の
産さ

ん

物ぶ
つ

と
思お

も

わ
れ
る
」
と
憤ふ

ん

慨が
い

し
て
い
る
。

　

現げ
ん

地ち

調ち
ょ
う

査さ

を
行

お
こ
な

っ
た
秦は

た

郁ふ
み

彦ひ
こ

日に
ち

大だ
い

教き
ょ
う

授じ
ゅ

は
、
許き

ょ

栄え
い

善ぜ
ん

女じ
ょ

史し

か
ら
、「
何な

に

が
目も

く

的て
き

で
こ
ん
な
作つ

く

り
話ば

な
し
を
書か

く
の
で
し
ょ

う
か
」
と
聞き

か
れ
、
答こ

た

え
に
窮き

ゅ
う

し
た
と
い
う
。［
１
，
Ｐ

２
３
２
］

　
こ
の
吉よ

し

田だ

清き
よ

治は
る

を
、
朝あ

さ

日ひ

新し
ん

聞ぶ
ん

は
、
宮み

や

沢ざ
わ

首し
ゅ

相し
ょ
うの
訪ほ

う

韓か
ん

前ぜ
ん

後ご

１
年ね

ん

の
間あ

い
だ
に
、
４
回か

い

も
紙し

面め
ん

に
登と

う

場じ
ょ
うさ
せ
た
の
だ
が
、
秦は

た

教き
ょ
う

授じ
ゅ

の
調

ち
ょ
う

査さ

の
後あ

と

は
、
ぷ
っつ
り
と
起き

用よ
う

を
や
め
た
。
今こ

ん

日に
ち

で

は
、
慰い

安あ
ん

婦ふ

問も
ん

題だ
い

の
中

ち
ゅ
う

心し
ん

的て
き

糾き
ゅ
う

弾だ
ん

者し
ゃ

で
あ
る
吉よ

し

見み

義よ
し

明あ
き

中
ち
ゅ
う

央お
う

大だ
い

教き
ょ
う

授じ
ゅ

す
ら
、
吉よ

し

田だ

清き
よ

治は
る

の
著ち

ょ

作さ
く

は
採さ

い

用よ
う

し
な
く
な
っ
て

い
る
。

　

次つ
ぎ

に
２
）
の
自み

ず
か
ら
名な

乗の

り
出で

た
慰い

安あ
ん

婦ふ

に
つ
い
て
。
平へ

い

成せ
い

３

年ね
ん

８
月が

つ

１
１
日に

ち

付づ

け
朝あ

さ

日ひ

新し
ん

聞ぶ
ん

は
、
社し

ゃ

会か
い

面め
ん

ト
ッ
プ
で
「
思お

も

い
出だ

す
と
今い

ま

も
涙な

み
だ」「
元も

と

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

人じ
ん

従じ
ゅ
う

軍ぐ
ん

慰い

安あ
ん

婦ふ　

戦せ
ん

後ご

半は
ん

世せ
い

紀き

重お
も

い
口く

ち

開ひ
ら

く
」
と
の
タ
イ
ト
ル
で
、「
日に

っ

中ち
ゅ
う

戦せ
ん

争そ
う

や
第だ

い

二に

次じ

大た
い

戦せ
ん

の
際さ

い

、
女じ

ょ

子し

挺て
い

身し
ん

隊た
い

の
戦せ

ん

場じ
ょ
うに
連れ

ん

行こ
う

さ
れ
、
日に

本ほ
ん

軍ぐ
ん

人じ
ん

相あ
い

手て

に
売ば

い

春し
ゅ
ん

行こ
う

為い

を
強し

い
ら
れ
た
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

人じ
ん

従じ
ゅ
う

軍ぐ
ん

慰い

安あ
ん

婦ふ

の

う
ち
、
一ひ

と

人り

が
」
名な

乗の

り
出で

た
と
報ほ

う

じ
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
女じ

ょ

性せ
い

、
金き

ん

学が
く

順じ
ゅ
んさ
ん
は
、「
女じ

ょ

子し

挺て
い

身し
ん

隊た
い

」

と
し
て
連れ

ん

行こ
う

な
ど
さ
れ
て
い
な
い
事こ

と

を
、
８
月が

つ

１
４
日か

の
記き

者し
ゃ

会か
い

見け
ん

で
自み

ず
か
ら
語か

た
っ
て
い
る
。
あ
る
韓か

ん

国こ
く

紙し

は
そ
れ
を
次つ

ぎ

の
よ
う

に
報ほ

う

じ
た
。［
２
，
Ｐ
２
９
１
］

　
生せ

い

活か
つ

が
苦く

る

し
く
な
っ
た
母は

は

親お
や

に
よ
っ
て
１
４
歳さ

い

の
時と

き

に
平

ぴ
ょ
ん

壌や
ん

の
あ
る
キ
ー
セ
ン
検け

ん

番ば
ん（
日に

本ほ
ん

で
い
う
置お

き

屋や

）に
売う

ら
れ
て
いっ

た
。
三さ

ん

年ね
ん

間か
ん

の
検け

ん

番ば
ん

生せ
い

活か
つ

を
終お

え
た
金き

ん

さ
ん
が
初は

じ

め
て
の
就

し
ゅ
う

職し
ょ
くだ
と
思お

も
っ
て
、
検け

ん

番ば
ん

の
義ぎ

父ふ

に
連つ

れ
て
い
か
れ
た
所と

こ
ろが
、
華か

北ほ
く

の
日に

本ほ
ん

軍ぐ
ん

３
０
０
名め

い

余あ
ま

り
が
い
る
部ぶ

隊た
い

の
前ま

え

だ
っ
た
」「
ハ

ン
ギ
ョ
レ
新し

ん

聞ぶ
ん

」
９
１
年ね

ん

８
月が

つ

１
５
日に

ち

付づ
け

　

当と
う

時じ

、
内な

い

地ち

で
も
よ
く
あ
っ
た
気き

の
毒ど

く

な
「
身み

売う

り
」
の
話

は
な
し

な
の
で
あ
る
。
国こ

っ

家か

に
よ
る
組そ

織し
き

的て
き

な
強

き
ょ
う

制せ
い

連れ
ん

行こ
う

と
は
関か

ん

係け
い

な
い
。

　

そ
も
そ
も
「
女じ

ょ

子し

挺て
い

身し
ん

隊た
い

」
と
は
、
昭

し
ょ
う

和わ

１
８
年ね

ん

９
月が

つ

に

閣か
く

議ぎ

決け
っ

定て
い

さ
れ
た
も
の
で
、
金き

ん

学が
く

順じ
ゅ
んさ
ん
が
１
７
歳さ

い

で
あ
っ

た
昭

し
ょ
う

和わ

１
４
年ね

ん

に
は
存そ

ん

在ざ
い

し
て
い
な
い
制せ

い

度ど

で
あ
る
。
さ
ら
に

「
女じ

ょ

子し

挺て
い

身し
ん

隊た
い

」
と
は
、
販は

ん

売ば
い

店て
ん

員い
ん

、
改か

い

札さ
つ

係が
か
り、
車し

ゃ

掌し
ょ
う、
理り

髪は
つ

師し

な
ど
、
１
７
職

し
ょ
く

種し
ゅ

の
男だ

ん

子し

就し
ゅ
う

業ぎ
ょ
うを
禁き

ん

止し

し
、
２
５
歳さ

い

未み

満ま
ん

の
女じ

ょ

子し

を
動ど

う

員い
ん

し
た
も
の
で
あ
り
、
慰い

安あ
ん

婦ふ

と
は
何な

ん

の
関か

ん

係け
い

も
な
い
。

　

さ
ら
に
「
従

じ
ゅ
う

軍ぐ
ん

慰い

安あ
ん

婦ふ

」
と
い
う
言こ

と

葉ば

自じ

体た
い

が
、
当と

う

時じ

は

存そ
ん

在ざ
い

し
な
か
っ
た
。
従

じ
ゅ
う

軍ぐ
ん

看か
ん

護ご

婦ふ

は
、
軍ぐ

ん

属ぞ
く

（
軍ぐ

ん

隊た
い

の
一い

ち

部ぶ

）

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるような話
はなし

を
毎

まいしゅう

週掲
けいさい

載しています。より多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や日
に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもらい、
少

すこ

しでも日
に

本
ほん

に興
きょう

味
み

を持
も

ってもらえる
よう、最

も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を読
よ

んでいない兄
きょうだい

弟や子
こ

や孫
まご

など
に記

きじ

事を紹
しょうかい

介してください。
（ニッケイ新

しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

（３） ２０１８年第５１６４号 	 １月	１９日	（土曜日）

で
あ
り
、
従

じ
ゅ
う

軍ぐ
ん

記き

者し
ゃ

、
従

じ
ゅ
う

軍ぐ
ん

僧そ
う

は
、
法ほ

う

令れ
い

に
よ
り
定さ

だ

め
ら
れ

た
身み

分ぶ
ん

で
指し

定て
い

さ
れ
た
部ぶ

隊た
い

に
つ
く
。

　

慰い

安あ
ん

婦ふ

は
公こ

う

娼し
ょ
う

業ぎ
ょ
う

者し
ゃ

が
雇や

と

っ
た
も
の
で
、
そ
れ
は
た
と
え

ば
、
県け

ん

庁ち
ょ
うの
食

し
ょ
く

堂ど
う

に
給

き
ゅ
う

食し
ょ
く

業ぎ
ょ
う

者し
ゃ

を
入い

れ
て
い
た
場ば

合あ
い

、
そ
の

業ぎ
ょ
う

者し
ゃ

の
被ひ

雇こ

用よ
う

者し
ゃ

は
、
県け

ん

の
職

し
ょ
く

員い
ん

で
は
な
く
、
身み

分ぶ
ん

も
契け

い

約や
く

も
県け

ん

と
は
関か

ん

係け
い

な
い
の
と
同お

な

じ
事こ

と

だ
。「
従

じ
ゅ
う

軍ぐ
ん

慰い

安あ
ん

婦ふ

」
と
は
、

従じ
ゅ
う

軍ぐ
ん

看か
ん

護ご

婦ふ

な
ど
と
の
連れ

ん

想そ
う

で
、
あ
た
か
も
部ぶ

隊た
い

の
一い

ち

部ぶ

で

あ
る
と
読ど

く

者し
ゃ

に
思お

も

い
込こ

ま
せ
る
た
め
の
造ぞ

う

語ご

で
あ
る
。

　

金き
ん

学が
く

順じ
ゅ
んさ
ん
は
、
そ
の
後ご

、
日に

っ

本ぽ
ん

国こ
く

を
相あ

い

手て

と
し
た
訴そ

訟
し
ょ
う

の
原げ

ん

告こ
く

の
一ひ

と

人り

と
な
る
が
、
そ
れ
を
支し

援え
ん

し
て
い
る
の
が
太た

い

平へ
い

洋よ
う

戦せ
ん

争そ
う

犠ぎ

牲せ
い

者し
ゃ

遺い

族ぞ
く

会か
い

で
あ
り
、
こ
の
記き

事じ

を
書か

い
た
朝あ

さ

日ひ

の
槙ま

き

村む
ら

記き

者し
ゃ

は
、
会か

い

の
常

じ
ょ
う

任に
ん

理り

事じ

の
娘む

す
めと
結け

っ

婚こ
ん

し
て
い
る
。
当と

う

然ぜ
ん

、
韓か

ん

国こ
く

語ご

も
達た

っ

者し
ゃ

で
あ
り
、
金き

ん

学が
く

順じ
ゅ
んさ
ん
の
話は

な

し
た
内な

い

容よ
う

は
よ
く
知し

っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

　

金き
ん

学が
く

順じ
ゅ
んさ
ん
が
「
売う

ら
れ
た
」
と
い
う
事じ

実じ
つ

を
隠か

く

し
、「
女じ

ょ

子し

挺て
い

身し
ん

隊た
い

と
し
て
連れ

ん

行こ
う

さ
れ
た
」
と
い
う
こ
の
記き

事じ

は
槙ま

き

村む
ら

記き

者し
ゃ

に
よ
る
、
意い

図と

的て
き

な
捏ね

つ

造ぞ
う

記き

事じ

で
あ
る
。
そ
の
後ご

の
訂て

い

正せ
い

記き

事じ

も
出だ

し
て
い
な
い
。

　

韓か
ん

国こ
く

で
慰い

安あ
ん

婦ふ

問も
ん

題だ
い

の
取と

り

組く

み
の
中

ち
ゅ
う

心し
ん

と
な
っ
て
い
る
「
挺て

い

身し
ん

隊た
い

問も
ん

題だ
い

対た
い

策さ
く

協き
ょ
う

議ぎ

会か
い

」
は
、
元も

と

慰い

安あ
ん

婦ふ

と
し
て
登と

う

録ろ
く

さ
れ

た
５
５
名め

い

の
う
ち
、
連れ

ん

絡ら
く

可か

能の
う

な
４
０
余よ

名め
い

に
聞き

き
取と

り
を

し
た
。
論ろ

ん

理り

的て
き

に
話は

な
しが
合あ

う
か
、
な
ど
、
検け

ん

証し
ょ
うを
し
つ
つ
、
そ

の
中な

か

か
ら
信し

ん

頼ら
い

度ど

の
高た

か

い
１
９
人に

ん

を
選え

ら

ん
で
、
証

し
ょ
う

言げ
ん

集し
ゅ
うを
出

し
ゅ
っ

版ぱ
ん

し
た
。

　

今い
ま

ま
で
何な

ん

ら
か
の
機き

会か
い

に
、
強

き
ょ
う

制せ
い

連れ
ん

行こ
う

さ
れ
た
と
主し

ゅ

張ち
ょ
うし

て
い
る
の
は
、
９
人に

ん

だ
が
、
信し

ん

憑ぴ
ょ
う

性せ
い

が
あ
る
と
し
て
こ
の
証

し
ょ
う

言げ
ん

集し
ゅ
うに
含ふ

く

め
ら
れ
た
の
は
、
４
人に

ん

の
み
。
さ
ら
に
そ
の
う
ち
の

二ふ
た

人り

は
富と

山や
ま

、
釜ぷ

山さ
ん

と
戦せ

ん

地ち

で
は
な
い
所と

こ
ろで
慰い

安あ
ん

婦ふ

に
さ
れ

た
と
主し

ゅ

張ち
ょ
うし
て
い
て
、「
従

じ
ゅ
う

軍ぐ
ん

慰い

安あ
ん

婦ふ

」
で
は
あ
り
得え

な
い
。

残の
こ

る
二ふ

た

人り

が
、
金き

ん

学が
く

順じ
ゅ
んさ
ん
と
、
冒ぼ

う

頭と
う

の
４
～
５
千せ

ん

万ま
ん

円え
ん

相そ
う

当と
う

の
貯ち

ょ

金き
ん

を
し
た
と
い
う
文む

ん

玉お
く

珠じ
ゅ

さ
ん
な
の
だ
が
、
こ
の
証

し
ょ
う

言げ
ん

集し
ゅ
うで
は
、
強

き
ょ
う

制せ
い

連れ
ん

行こ
う

さ
れ
た
と
は
述の

べ
て
い
な
い
。

　

結け
っ

局き
ょ
く、
韓か

ん

国こ
く

側が
わ

調ち
ょ
う

査さ

で
信し

ん

憑ぴ
ょ
う

性せ
い

が
あ
る
と
さ
れ
た
証

し
ょ
う

言げ
ん

の
う
ち
、
従

じ
ゅ
う

軍ぐ
ん

慰い

安あ
ん

婦ふ

と
し
て
強

き
ょ
う

制せ
い

連れ
ん

行こ
う

さ
れ
た
と
認み

と

め
ら

れ
た
も
の
は
、ひ
と
つ
も
な
い
、と
い
う
の
が
実じ

っ

態た
い

で
あ
る
。［
２
，

Ｐ
２
７
５
］

　

次つ
ぎ

に
宮み

や

沢ざ
わ

首し
ゅ

相し
ょ
うの
訪ほ

う

韓か
ん

直ち
ょ
く

前ぜ
ん

に
発は

っ

表ぴ
ょ
うさ
れ
、
公こ

う

式し
き

謝し
ゃ

罪ざ
い

に

追お

い
込こ

ん
だ
３
）
の
「
慰い

安あ
ん

所じ
ょ

、
軍ぐ

ん

関か
ん

与よ

示し
め

す
資し

料り
ょ
う」
の
朝あ

さ

日ひ

新し
ん

聞ぶ
ん

記き

事じ

は
ど
う
か
。

　

発は
っ

見け
ん

さ
れ
た
文ぶ

ん

書し
ょ

と
は
昭

し
ょ
う

和わ

１
３
年ね

ん

に
陸り

く

軍ぐ
ん

省し
ょ
うに
よ
り
、

「
軍ぐ

ん

慰い

安あ
ん

所じ
ょ

従じ
ゅ
う

業ぎ
ょ
う

婦ふ

等な
ど

募ぼ

集し
ゅ
うに
関か

ん

す
る
件け

ん

」
で
あ
り
、
そ
の

中な
か

で
は
、

　
民み

ん

間か
ん

業ぎ
ょ
う

者し
ゃ

が
慰い

安あ
ん

婦ふ

を
募ぼ

集し
ゅ
うす
る
際さ

い

、（
１
）
軍ぐ

ん

部ぶ

諒り
ょ
う

解か
い

の
名め

い

儀ぎ

を
悪あ

く

用よ
う

、（
２
）
従

じ
ゅ
う

軍ぐ
ん

記き

者し
ゃ

、
慰い

問も
ん

者し
ゃ

ら
を
介か

い

し
た

不ふ

統と
う

制せ
い

な
募ぼ

集し
ゅ
う、（
３
）
誘ゆ

う

拐か
い

に
類る

い

す
る
方ほ

う

法ほ
う

を
使つ

か
っ
て
警け

い

察さ
つ

に
取と

り

調し
ら

べ
ら
れ
る
な
ど
の
問も

ん

題だ
い

が
多た

発は
つ

し
て
い
る
の
で
、
業

ぎ
ょ
う

者し
ゃ

の
選せ

ん

定て
い

を
し
っ
か
り
し
、
地ち

方ほ
う

憲け
ん

兵ぺ
い

警け
い

察さ
つ

と
連れ

ん

繋け
い

を
密み

つ

に
せ
よ

［
２
，
Ｐ
２
６
７
］

と
命め

い

じ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
関か

ん

与よ

」
と
は
、
民み

ん

間か
ん

の
悪あ

く

徳と
く

業ぎ
ょ
う

者し
ゃ

に
よ
る
「
強

き
ょ
う

制せ
い

連れ
ん

行こ
う

」
を
、
軍ぐ

ん

が
警け

い

察さ
つ

と
協

き
ょ
う

力り
ょ
くし
て
や

め
さ
せ
よ
う
と
し
た
事こ

と

な
の
で
あ
る
。

　
こ
の
内な

い

容よ
う

を
「
慰い

安あ
ん

所じ
ょ

、
軍ぐ

ん

関か
ん

与よ

示し
め

す
資し

料り
ょ
う」、「
部ぶ

隊た
い

に

設せ
っ

置ち

指し

示じ　

募ぼ

集し
ゅ
う

含ふ
く

め
統と

う

制せ
い

・
監か

ん

督と
く

」
と
タ
イ
ト
ル
を
つ
け

て
、
一い

ち

面め
ん

ト
ッ
プ
で
報ほ

う

道ど
う

し
、
さ
ら
に
次つ

ぎ

の
よ
う
な
解か

い

説せ
つ

を
載の

せ
た
。

　
従

じ
ゅ
う

軍ぐ
ん

慰い

安あ
ん

婦ふ

。
１
９
３
０
年ね

ん

代だ
い

、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

で
日に

本ほ
ん

軍ぐ
ん

兵へ
い

士し

に

よ
る
強ご

う

姦か
ん

事じ

件け
ん

が
多た

発は
つ

し
た
た
め
、
反は

ん

日に
ち

感か
ん

情じ
ょ
うを
抑お

さ

え
る
の

と
性せ

い

病び
ょ
うを
防ふ

せ

ぐ
た
め
に
慰い

安あ
ん

所じ
ょ

を
設も

う

け
た
。
元も

と

軍ぐ
ん

人じ
ん

や
軍ぐ

ん

医い

な
ど
の
証

し
ょ
う

言げ
ん

に
よ
る
と
、
開か

い

設せ
つ

当と
う

初し
ょ

か
ら
約や

く

八は
ち

割わ
り

は
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

人じ
ん

女じ
ょ

性せ
い

だ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
太た

い

平へ
い

洋よ
う

戦せ
ん

争そ
う

に
入は

い

る
と
、
主し

ゅ

と
し

て
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

人じ
ん

女じ
ょ

性せ
い

を
挺て

い

身し
ん

隊た
い

の
名な

で
強

き
ょ
う

制せ
い

連れ
ん

行こ
う

し
た
。
そ
の
人に

ん

数ず
う

は
八は

ち

万ま
ん

と
も
二に

十じ
ゅ
う

万ま
ん

と
も
い
わ
れ
る
。

　
こ
れ
ら
を
あ
わ
せ
読よ

め
ば
、
ほ
と
ん
ど
の
読ど

く

者し
ゃ

は
、「
日に

本ほ
ん

軍ぐ
ん

が
組そ

織し
き

的て
き

に
強

き
ょ
う

制せ
い

連れ
ん

行こ
う

に
関か

ん

与よ

し
た
」
と
思お

も

い
込こ

む
で
あ

ろ
う
。
ま
こ
と
に
巧こ

う

妙み
ょ
うな
ひ
っ
か
け
記き

事じ

で
あ
る
。

　
こ
の
記き

事じ

が
、
狙ね

ら

い
済す

ま
し
た
よ
う
に
、
宮み

や

沢ざ
わ

首し
ゅ

相し
ょ
う

訪ほ
う

韓か
ん

の
わ
ず
か
５
日か

前ま
え

に
発は

っ

表ぴ
ょ
うさ
れ
た
こ
と
か
ら
、
絶ぜ

つ

大だ
い

な
効こ

う

果か

を
発は

っ

揮き

し
た
。
ソ
ウ
ル
市し

内な
い

で
は
抗こ

う

議ぎ

・
糾

き
ゅ
う

弾だ
ん

の
デ
モ
、
集

し
ゅ
う

「
従じ

ゅ
う

軍ぐ
ん

慰い

安あ
ん

婦ふ

問も
ん

題だ
い

」
は
、
こ
う
し
て
仕し

組く

ま
れ
た

４
．　
「
歴れ

き

史し

教き
ょ
う

科か

書し
ょ

へ
の

疑ぎ

問も
ん

」、
日に

本ほ
ん

の
前ぜ

ん

途と

と
歴れ

き

史し

教き
ょ
う

育い
く

を
考か

ん
が

え
る　
　

若わ
か

手て

議ぎ

員い
ん

の
会か

い

編へ
ん

、
展て

ん

転で
ん

社し
ゃ

、

Ｈ
９
．
１
２
．
２
３　

５
．　
「
日に

本ほ
ん

人じ
ん

が
捏ね

つ

造ぞ
う

し

た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
慰い

安あ
ん

婦ふ

」、

中な
か

嶋じ
ま

慎し
ん

三さ
ぶ

郎ろ
う

、　　

祖そ

国こ
く

と

青せ
い

年ね
ん

、
Ｈ
８
．
１
２　

６
．　

産さ
ん

経け
い

新し
ん

聞ぶ
ん

、
Ｈ

１
１
．
０
８
．
２
７　

東と
う

京き
ょ
う

朝ち
ょ
う

刊か
ん　

４
頁ペ

ー
ジ　

国こ
く

際さ
い

２

面め
ん 会か

い

が
相あ

い

次つ

ぎ
、
日ひ

の
丸ま

る

が
焼や

か
れ
る
中な

か

で
、
宮み

や

沢ざ
わ

首し
ゅ

相し
ょ
うは
事じ

実じ
つ

を
確か

く

認に
ん

す
る
余よ

裕ゆ
う

も
な
く
、
８
回か

い

も
盧の

泰て

愚う

大だ
い

統と
う

領り
ょ
うに
謝し

ゃ

罪ざ
い

を
繰く

り
返か

え

し
た
。（
続つ

づ

く
）

【
参さ

ん

考こ
う

文ぶ
ん

献け
ん

】

１
．　
「
慰い

安あ
ん

婦ふ

の
戦せ

ん

場じ
ょ
うの
性せ

い

」、
秦は

た

郁ふ
み

彦ひ
こ

、
新し

ん

潮ち
ょ
う

選せ
ん

書し
ょ

、
Ｈ

１
１
．
６　

２
．　
「
闇や

み

に
挑い

ど

む
！
」、
西に

し

岡お
か

力ち
か
ら、
徳と

く

間ま

文ぶ
ん

庫こ

、
Ｈ
１
０
．

９　３
．　
「
慰い

安あ
ん

婦ふ

強き
ょ
う

制せ
い

連れ
ん

行こ
う

は
な
か
っ
た
」、
太た

い

子し

堂ど
う

経き
ょ
う

慰い

、

展て
ん

転で
ん

社し
ゃ

、
Ｈ
１
１
．
２　

１
．
米べ

い

軍ぐ
ん

が
レ
ポ
ー
ト
す
る

        

慰い

安あ
ん

婦ふ

の
実じ

っ

態た
い

７
．
軍ぐ

ん

の
関か

ん

与よ

と
は

４
．
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
悪あ

く

徳と
く

ぶ
り
を
示し

め

す

　
　

軽け
い

薄は
く

な
商し

ょ
う

魂こ
ん

の
産さ

ん

物ぶ
つ

２
．
慰い

安あ
ん

婦ふ

問も
ん

題だ
い

の
経け

い

緯い

３
．
吉よ

し

田だ

清き
よ

治は
る

の
慰い

安あ
ん

婦ふ

狩か

り

５
．
名な

乗の

り
出で

た
慰い

安あ
ん

婦ふ

６
．
強き

ょ
う

制せ
い

連れ
ん

行こ
う

さ
れ
た

        

慰い

安あ
ん

婦ふ

は
い
た
か
？
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Comitê Olímpico Japonês nega alegações de 
suborno em relação à Olimpíada de Tóquio 2020 Estas notícias são produzidas pela 

NHK WORLD-JAPAN.
nhk.jp/portuguese

Olimpíada de Tóquio (15/01/2019)

O chefe do Comitê Olím-
pico Japonês negou ale-
gações de suborno feitas 
pela França em relação ao 
sucesso da candidatura de 
Tóquio para os jogos de 
2020.
Tsunekazu Takeda, o pre-
sidente do COJ, concedeu 
uma entrevista coletiva na 
terça-feira, em Tóquio.
Na sexta-feira, a promo-
toria francesa havia dito, 

em dezembro, que um juiz 
iniciou uma investigação 
de Takeda para decidir se 
deveria ou não dar início a 
um processo.
Estão sendo investigados 
mais de dois milhões de 
dólares em pagamentos 
feitos pelo comitê da can-
didatura do Japão a uma 
companhia sediada em 
Cingapura em 2013.
Takeda leu uma declara-

ção dizendo que um pai-
nel do COJ concluíra, em 
2016, que os pagamentos 
eram relativos a serviços 
de consultoria e que o con-
trato é legítimo de acordo 
com a lei japonesa.
Ele disse que o painel con-
firmou também que ele 
não estava ciente da liga-
ção entre a firma de Cinga-
pura e o filho do ex-chefe 
da Associação Internacio-

nal de Federações de Atle-
tismo, Lamine Diack, que 
era um membro do Comitê 
Olímpico Internacional na 
época da candidatura de 
Tóquio para os jogos.
Takeda disse ter sido in-
terrogado pelo juiz francês 
em dezembro, quando de-
clarou ser inocente, acres-
centando que fará o possí-
vel para limpar seu nome 
em cooperação com as au-
toridades francesas.

Japão e Coreia do Sul permanecem 
divididos no tocante ao incidente com radar

Coreia do Sul  (15/01/2019)

O Japão e a Coreia do 
Sul não conseguiram di-
minuir suas diferenças 
no tocante ao incidente 
de radar ocorrido no mês 
passado. A divergência 
foi levantada em uma 
reunião entre os funcio-
nários de Defesa dos dois 
países.
A reunião em Cingapura 
na segunda-feira surgiu 
depois que o Japão acu-

sou um navio da marinha 
sul-coreana de direcionar 
o radar de controle de 
disparo contra um avião 
de patrulha japonês em 
dezembro. Na reunião, 
os funcionários japone-
ses conclamaram suas 
contrapartes sul-coreanas 
a evitar uma recorrência 
desta situação. Contudo, 
os sul-coreanos reitera-
ram sua negação das acu-

Kisenosato anuncia sua 
aposentadoria

Sumô (16/01/2019)

Kisenosato, um dos mais 
importantes lutadores do 
sumô da atualidade, vai se 
aposentar.
O anúncio foi feito na ma-
nhã de quarta-feira pelo 
mestre da academia do 
yokozuna, como é cha-
mado o grande campeão 
do sumô. Na véspera, Ki-
senosato teve sua terceira 
derrota consecutiva no 
torneio de ano novo, rea-
lizado em Tóquio.
Com 32 anos de idade, Ki-

senosato estreou no sumô 
profissional em 2002. 
Após vencer o torneio de 
ano novo de 2017, ele foi 
promovido ao título de 
yokozuna, sendo o pri-
meiro lutador nascido no 
Japão a conseguir a proe-
za em 19 anos. Depois da 
conquista, o lutador ven-
ceu dois outros torneios, 
mas vinha enfrentando 
dificuldades devido a uma 
série de lesões sofridas 
desde 2017.

sações levantadas pelo 
Japão.
Os funcionários japone-
ses propuseram que os 
dois países divulguem 
dados de onda de radio 
como evidência objetiva. 
Contudo, os sul-coreano 
recusaram a sugestão.
Alguns funcionários ja-
poneses do Ministério da 
Defesa descreveram suas 
discussões com a Coreia 

do Sul sobre o incidente 
como “improdutivas” e 
pediram um fim à tal situ-
ação. Porém, o ministério 
tenciona adotar atitudes 
cautelosas, uma vez que 
a questão poderia solapar 
não somente os laços bi-
laterais como também 
afetar a aliança de segu-
rança dos dois países com 
os Estados Unidos.

Justiça japonesa nega pedido de liberdade para 
Carlos Ghosn

Carlos Ghosn   (15/01/2019)

Um tribunal de Tóquio 
negou o pedido de liber-
dade para Carlos Ghosn, 
ex-presidente do conselho 
de administração da Nis-
san, que está detido des-
de novembro, ou seja, há 
quase dois meses.
Os advogados de Ghosn 
devem apelar da decisão. 
Contudo, caso a apelação 
seja negada, a detenção 
dele deve se prolongar.

A defesa de Carlos Ghosn 
fez o pedido de liberda-
de na sexta-feira, após o 
ex-presidente do conse-
lho de administração da 
Nissan ter sido novamen-
te denunciado por grave 
quebra de confiança e 
por ter relatado um valor 
menor para sua remunera-
ção. Ghosn negou todas as 
acusações.
Segundo fontes, os advo-

gados requisitaram o re-
gresso dele à França sob 
a promessa de que com-
pareceria a um tribunal 
japonês.
Acredita-se que o pedido 
de liberdade de Carlos 
Ghosn tenha sido negado 
porque as investigações 
estão em andamento e 
existe o risco de que ele 
possa manipular provas.
No Japão, suspeitos sob 

investigação de promo-
tores especiais tendem a 
permanecer detidos por 
um longo período quando 
negam as acusações. Mes-
mo que um tribunal aceite 
um pedido de liberdade, 
os suspeitos costumam 
ser soltos sob difíceis con-
dições visando evitar que 
eles fujam e alterem evi-
dências.

Benefícios não pagos pelo governo devido a estatísticas 
incorretas ultrapassam 700 milhões de dólares

Governo (17/01/2019)

A NHK foi informada 
de que o governo japonês 
vai incluir mais de 730 
milhões de dólares adicio-
nais no orçamento, para 
cobrir benefícios para 
desempregados e outros 
encargos trabalhistas que 
deixaram de ser pagos. 

Estima-se em 20 milhões 
o número de pagamentos 
incorretos.
O ministério do Traba-
lho admitiu que utilizou 
métodos inadequados du-
rante anos para compilar 
suas pesquisas mensais 
trabalhistas, e que as es-

tatísticas resultantes para 
salários e horas trabalha-
das estavam incorretas.
O governo diz que pre-
tende acrescentar ao or-
çamento a maioria dos 
gastos com reembolsos, 
incluindo custos com do-
cumentação, a partir de 

uma conta especial.
A conta geral do governo 
vai receber uma alocação 
adicional de aproximada-
mente 6 milhões de dóla-
res para cobrir parte dos 
custos com reembolsos. O 
Gabinete aprovou a conta 
no ano passado.

Pesquisa da NHK aponta que 13% dos japoneses consideram 
“muito boa” a retomada da caça comercial das baleias

Caça das baleias (16/01/2019)

Um levantamento reali-
zado pela NHK apontou 
que a maioria dos japo-
neses apoia a decisão do 
governo do Japão de sair 
da Comissão Baleeira In-
ternacional (IWC, na sigla 
em inglês).
No sábado, domingo e 
segunda-feira, a NHK en-
trevistou 1.206 indivíduos 
por telefone a respeito do 
assunto.

Ao todo, 13% dos en-
trevistados classificaram 
como “muito boa” a de-
cisão de sair da IWC e 
retomar em julho a caça 
comercial do mamífe-
ro e 40% a chamaram de 
“boa”, enquanto 27% dis-
seram que a medida “não é 
boa” e 10% afirmaram que 
ela “não é nada boa”.
O levantamento também 
tratou de outro assunto. Os 

entrevistados foram ques-
tionados sobre o sistema 
judiciário japonês, que vi-
rou assunto internacional 
após a prisão de Carlos 
Ghosn, ex-presidente do 
conselho administrativo 
da Nissan Motor, em no-
vembro.
Veículos de mídia do ex-
terior criticaram a duração 
da detenção do executivo 
e o fato da promotoria ja-

ponesa não autorizar a pre-
sença da defesa de Ghosn 
durante interrogatórios.
Dos entrevistados, 31% 
disseram não ver proble-
ma algum com o sistema 
judiciário do Japão, en-
quanto 21% afirmaram 
que ele precisa mudar e 
41% não escolheram ne-
nhuma das duas opções.

Chefes de defesa de Japão e EUA reafirmam cooperação próxima
Segurança nacional (17/01/2019)

Os chefes de defesa do 
Japão e dos Estados Uni-
dos reafirmaram a coope-
ração próxima para lidar 
com a crescente presença 
marítima da China, além 
de outras questões regio-
nais.
Na quarta-feira, o ministro 
da Defesa do Japão, Take-
shi Iwaya, se reuniu com 

o secretário interino da 
Defesa dos Estados Uni-
dos, Patrick Shanahan, 
em território americano. 
Foi o primeiro encontro 
de Iwaya com Shanahan, 
que assumiu o cargo neste 
mês, após a saída de Ja-
mes Mattis.
Takeshi Iwaya e Patrick 
Shanahan concordaram 

sobre a cooperação próxi-
ma do Japão e dos Estados 
Unidos nos domínios de 
espaço e ciberespaço, ten-
do em mente as atividades 
marítimas cada vez maio-
res da China.
Iwaya e Shanahan reafir-
maram ainda que o artigo 
5 do Tratado de Seguran-
ça Nipo-Americano cobre 

as Ilhas Senkaku, no Mar 
da China Oriental, e que 
os Estados Unidos têm a 
obrigação de defendê-las.
O Japão controla as 
Senkaku. O governo japo-
nês sustenta que as ilhas 
são parte inerente do ter-
ritório do país. China e 
Taiwan as reivindicam.
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ア
ン
ト
ニ
オ
観か

ん

光こ
う

相し
ょ
う

は
、

日に

本ほ
ん

か
ら
の
観か

ん

光こ
う

ビ
ザ
免め

ん

除じ
ょ

だ
け
で
な
く
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

と
イ
ン

ド
に
対た

い

し
て
電で

ん

子し

ビ
ザ
を
適て

き

応お
う

す
る
こ
と
を
検

け
ん
と

討う

し
て
い

る
。
特と

く

に
現げ

ん

在ざ
い

ア
メ
リ
カ
と

貿ぼ
う

易え
き

戦せ
ん

争そ
う

中ち
ゅ
うで
あ
る
中

ち
ゅ
う

国ご
く

に

対た
い

し
て
は
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大だ

い

統と
う

領り
ょ
う
が
ア
メ
リ
カ
に
近ち

か

づ
く

　

１
７
日に

ち

付づ

け
の
エ
ス
タ
ー
ド
・
デ
・
サ
ン
パ
ウ
ロ
紙し

Ａ
１
４
面め

ん

に
よ
れ
ば
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
政せ

い

権け
ん

が
国こ

く

内な
い

観か
ん

光こ
う

の
戦せ

ん

略
り
ゃ
く

的て
き

重じ
ゅ
う

要よ
う

国こ
く

と
考か

ん
が
え
て
い
る
ア
メ
リ
カ
合が

っ

衆し
ゅ
う

国こ
く

、
カ
ナ
ダ
、
日に

本ほ
ん

、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
４
カ
国こ

く

の
国こ

く

民み
ん

が
入

に
ゅ
う

国こ
く

す
る
際さ

い

に
、
一い

っ

方ぽ
う

的て
き

に
観か

ん

光こ
う

ビ
ザ
を
免め

ん

除じ
ょ

す
る
こ
と
を
検

け
ん
と

討う

し
て
い
る
と
報ほ

う

じ
た
。
同ど

う

記き

事じ

に
よ
れ
ば
、
こ
の
４
カ
国こ

く

に
関か

ん

し
て

は
、
相あ

い

手て

国こ
く

が
観か

ん

光こ
う

ビ
ザ
発は

っ

給き
ゅ
うを
求も

と

め
て
い
て
も
、
ブ
ラ
ジ
ル
側が

わ

か
ら
一い

っ

方ぽ
う

的て
き

に
ビ
ザ
な
し
に
す
る
こ
と
が
「
政せ

い

権け
ん

最さ
い

初し
ょ

の
１
０
０
日に

ち

間か
ん

」
に
最さ

い

優ゆ
う

先せ
ん

で
進す

す

め
る
事じ

項こ
う

に
入は

い
っ
て
い
る
と
い
う
。
同ど

う

記き

事じ

に
よ
れ
ば
「
今こ

年と
し

中じ
ゅ
うに
ビ
ザ
免め

ん

除じ
ょ

が
実じ

っ

施し

さ
れ
る
可か

能の
う

性せ
い

が
あ
る
」
と
い
う
。

動う
ご

き
に
よ
る
「
緊き

ん

張ち
ょ
う

関か
ん

係け
い

」

を
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

と
持も

つ
つ
も
り
は
な

い
意い

思し

を
示し

め

し
て
い
る
と
言い

え
る
。
中

ち
ゅ
う

国ご
く

か
ら
は
世せ

界か
い

中
じ
ゅ
う

に
観か

ん

光こ
う

客き
ゃ
くが
行い

く
上う

え

に
、
ブ

ラ
ジ
ル
に
と
っ
て
最さ

い

大だ
い

の
貿ぼ

う

易え
き

国こ
く

。「
ア
メ
リ
カ
と
の
関か

ん

係け
い

が

良り
ょ
う

好こ
う

に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

中ち
ゅ
う

国ご
く

と
の
関か

ん

係け
い

悪あ
っ

化か

に
つ
な

が
る
こ
と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
」
と
観か

ん

光こ
う

相し
ょ
うは
語か

た

る
と
と

も
に
、
ブ
ラ
ジ
ル
と
中

ち
ゅ
う

国ご
く

が

経け
い

済ざ
い

的て
き

に
対た

い

等と
う

か
つ
良

り
ょ
う

好こ
う

な

費ひ

の
成せ

い

長ち
ょ
うを
目め

指ざ

し
た
政せ

い

策さ
く

。
伯は

っ

国こ
く

を
訪お

と
ずれ
る
観か

ん

光こ
う

客
き
ゃ
く

の
ト
ッ
プ
は
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
人じ

ん

だ
が
２
位い

が
ア
メ
リ
カ
人じ

ん

で

４
７
万ま

ん

５
千せ

ん

人に
ん

、
日に

本ほ
ん

か
ら

は
６
万ま

ん

人に
ん

、
カ
ナ
ダ
か
ら
は

４
万ま

ん

９
千せ

ん

人に
ん

、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
か
ら
は
３
万ま

ん

４
千せ

ん

人に
ん

が

訪お
と
ずれ
る
と
い
う
〝
お
得と

く

意い

さ

ま
〟
だ
。

　
マ
ル
セ
ロ
・
ア
ル
ヴ
ァ
ロ
・

ア
ン
ト
ニ
オ
観か

ん

光こ
う

相し
ょ
う

側が
わ

か

ら
、
エ
ル
ネ
ス
ト
・
ア
ラ
ウ

ー
ジ
ョ
外が

い

相し
ょ
うに
非ひ

公こ
う

式し
き

に
提て

い

案あ
ん

さ
れ
て
い
た
も
の
で
、
１
７

日に
ち

に
正せ

い

式し
き

な
会か

い

議ぎ

が
持も

た
れ

た
。

　

在ざ
い

外が
い

公こ
う

館か
ん

に
と
っ
て
観か

ん

光こ
う

ビ
ザ
収

し
ゅ
う

入に
ゅ
うは
重

じ
ゅ
う

要よ
う

な
財ざ

い

源げ
ん

で

あ
り
、
そ
れ
を
な
く
し
て
ま

で
、
観か

ん

光こ
う

客き
ゃ
くを
増ふ

や
す
政せ

い

策さ
く

に
対た

い

し
て
、
前ぜ

ん

政せ
い

権け
ん

ま
で
の

外が
い

務む

省し
ょ
うは
否ひ

定て
い

的て
き

だ
っ
た
。

外が
い

相し
ょ
う

本ほ
ん

人に
ん

は
こ
の
提て

い

案あ
ん

に
前ま

え

向む

き
だ
が
「
今こ

ん

後ご

、
ビ
ザ
収

し
ゅ
う

入に
ゅ
う

減げ
ん

の
規き

模ぼ

予よ

測そ
く

」
が
必ひ

つ

要よ
う

と
報ほ

う

じ
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
に
、
ブ
ラ
ジ
ル
で
は

ビ
ザ
を
免め

ん

除じ
ょ

す
る
場ば

合あ
い

、
通つ

う

常じ
ょ
うは
「
相そ

う

互ご

免め
ん

除じ
ょ

措そ

置ち

」
を

取と

っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
ブ

ラ
ジ
ル
人じ

ん

に
ビ
ザ
を
求も

と

め
る

国く
に

に
対た

い

し
て
、
各か

っ

国こ
く

が
ブ
ラ

ジ
ル
人じ

ん

観か
ん

光こ
う

客き
ゃ
くに
求も

と

め
て
い

る
金き

ん

額が
く

と
同ど

う

等と
う

の
ビ
ザ
発は

っ

給
き
ゅ
う

手て

数す
う

料り
ょ
うを
支し

払は
ら

う
必ひ

つ

要よ
う

が
あ

る
。

　

し
か
し
、
２
０
１
７
年ね

ん

１
２
月が

つ

か
ら
は
日に

本ほ
ん

を
含ふ

く

め

た
前ぜ

ん

述じ
ゅ
つの
４
カ
国こ

く

で
は
、
ブ

ラ
ジ
ル
の
電で

ん

子し

ビ
ザ
発は

っ

行こ
う

が

可か

能の
う

に
な
り
、
７
２
時じ

間か
ん

程て
い

度ど

で
済す

む
よ
う
に
手て

続つ
づ

き

が
簡か

ん

易い

化か

さ
れ
た
。
こ
れ
に

よ
っ
て
、
申も

う

し
込こ

み
が
４
１

％
も
増ふ

え
た
と
い
う
。
ビ
ザ

免め
ん

除じ
ょ

す
れ
ば
、
さ
ら
に
増ふ

え

る
と
見み

込こ

ん
で
い
る
。
増ぞ

う

加か

し
た
４
１
％
分ぶ

ん

の
旅り

ょ

行こ
う

者し
ゃ

が
国こ

く

内な
い

で
消

し
ょ
う

費ひ

し
た
金き

ん

額が
く

は

７
１
０
０
万ま

ん

ド
ル
と
推す

い

測そ
く

さ

れ
る
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
が
査さ

証し
ょ
う

免め
ん

除じ
ょ

を

　

北き
た

パ
ラ
ナ
に
あ
る
ロ
ン
ド

リ
ー
ナ
文ぶ

ん

化か

体た
い

育い
く

協き
ょ
う

会か
い

（
Ａ

Ｃ
Ｅ
Ｌ
、
佐さ

藤と
う

ペ
ド
ロ
会か

い

長ち
ょ
う）
の
新し

ん

年ね
ん

拝は
い

賀が

式し
き

が
１
月が

つ

１
日た

ち

午ご

前ぜ
ん

９
時じ

か
ら
同ど

う

会か
い

館か
ん

で
行お

こ
な

わ
れ
、
昨さ

く

年ね
ん

と
同お

な

じ
く

６
０
人に

ん

の
参さ

ん

加か

者し
ゃ

で
賑に

ぎ

わ
っ

た
。

　

鈴す
ず

木き

勇い
さ
む

元も
と

会か
い

長ち
ょ
う

の
日に

っ

ポ

両り
ょ
う

語ご

の
司し

会か
い

に
よ
っ
て
式し

き

は

進し
ん

行こ
う

。
日に

っ

伯ぱ
く

両り
ょ
う

国こ
く

の
国こ

っ

歌か

斉せ
い

唱し
ょ
う

後ご

、
佐さ

藤と
う

ペ
ド
ロ
会か

い

長ち
ょ
うは

あ
い
さ
つ
で
「
昨さ

く

年ね
ん

は
日に

本ほ
ん

皇こ
う

室し
つ

か
ら
眞ま

子こ

様さ
ま

を
お
迎む

か

え

し
、
移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

行ぎ
ょ
う

事じ

を
は
じ
め
数か

ず

々か
ず

の
催も

よ
お

し
を
無ぶ

事じ

に
終お

え
、
皆み

な

の
協

き
ょ
う

力り
ょ
くに
よ

っ
て
責せ

き

任に
ん

を
果は

た
す
こ
と
が

出で

来き

た
」
と
謝し

ゃ

辞じ

を
述の

べ
、

「この地
ち

に舞
ま

い降
お

りたのは」を歌
うた

うＺＥＮＫＹＵさんの映
えい

像
ぞう

「
Ｚ
Ｅ
Ｎ
Ｋ
Ｙ
Ｕ
」（
本ほ

ん

名み
ょ
う

＝
小お

川が
わ

善よ
し

久ひ
さ

、
５
３
、
和わ

歌か

山や
ま

県け
ん

）
＝
千ち

葉ば

県け
ん

在ざ
い

住じ
ゅ
う

＝
が
、

ア
マ
ゾ
ン
日に

本ほ
ん

人じ
ん

移い

住じ
ゅ
う
９
０

周し
ゅ
う

年ね
ん

を
思お

も

い
な
が
ら
書か

き
下お

ろ
し
た
ロ
ッ
ク
・
バ
ラ
ー
ド
の

新し
ん

曲き
ょ
く「
こ
の
地ち

に
舞ま

い
降お

り

た
の
は
」
を
作つ

く

り
、
さ
っ
そ

く
年と

し

明あ

け
に
ラ
イ
ブ
録ろ

く

画が

し
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上じ

ょ
う

に
映え

い

像ぞ
う

を
公こ

う

開か
い

し
た
。
９
月が

つ

に
現げ

ん

地ち

で
行お

こ
な

わ
れ
る
式し

き

典て
ん

で
披ひ

露ろ
う

す

る
こ
と
を
希き

望ぼ
う

し
て
い
る
。

　

こ
の
曲き

ょ
く

は
、
子こ

供ど
も

移い

民み
ん

の
目め

か
ら
み
た
ア
マ
ゾ
ン
移い

住
じ
ゅ
う

の
姿す

が
た

を
、
家か

族ぞ
く

の
絆き

ず
な

に
感か

ん

謝し
ゃ

し
な
が
ら
、
ひ
ら
す
ら
前ま

え

向む

き
に
大だ

い

地ち

に
向む

き
合あ

う
心し

ん

境
き
ょ
う

で
歌う

た

っ
た
も
の
。
以い

前ぜ
ん

ホ
ー
ム

ス
テ
イ
し
た
先さ

き

が
、
た
ま
た

ま
元も

と

ア
マ
ゾ
ン
移い

民み
ん

の
お
ば

ち
ゃ
ん
宅た

く

だ
っ
た
縁え

ん

で
、
入

に
ゅ
う

植し
ょ
く

当と
う

時じ

の
話は

な
し

を
聞き

か
せ
て
も

ら
っ
た
記き

憶お
く

を
た
ど
り
、
こ
の

曲き
ょ
くを
作つ

く

っ
た
と
い
う
。

《
こ
の
地ち

に
舞ま

い
降お

り
た
の
は

／
ち
ょ
っ
と
し
た
神か

み

様さ
ま

の
い
た

ず
ら
だ
っ
た
と
し
て
も
／
お

か
げ
で
手て

に
入い

れ
た
の
は
／

か
け
が
え
の
な
い
家か

族ぞ
く

の
絆

き
ず
な

と
そ
し
て
今い

ま

》

　

さ
ら
に
、
ア
マ
ゾ
ン
移い

住
じ
ゅ
う

者し
ゃ

が
必か

な
ら

ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど

　

在ざ
い

ク
リ
チ
バ
日に

っ

本ぽ
ん

国こ
く

総そ
う

領
り
ょ
う

事じ

館か
ん（
木き

村む
ら

元は
じ
め

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

）は
、

領り
ょ
う

事じ

業ぎ
ょ
う

務む

出し
ゅ
っ

張ち
ょ
う
サ
ー
ビ
ス

を
来ら

い

月げ
つ

１
６
日に

ち

、ロ
ン
ド
リ
ー

ナ
市し

の
パ
ラ
ナ
日に

っ

伯ぱ
く

文ぶ
ん

化か

連れ
ん

合ご
う

会か
い

（R
u

a P
aran

a-
g

u
a, 1

7
8

2

）
で
開か

い

催さ
い

す

る
。
午ご

前ぜ
ん

９
時じ

～
正

し
ょ
う

午ご

、
午ご

後ご

１
時じ

半は
ん

～
５
時じ

ま
で
。

　

な
お
、
取と

り

扱
あ
つ
か
い

業ぎ
ょ
う

務む

に
つ

い
て
は
、
以い

下か

の
通と

お

り
。

▼
日に

っ

本ぽ
ん

国こ
く

旅り
ょ

券け
ん

発は
っ

給き
ゅ
う

申し
ん

請せ
い

(

２
月が

つ

７
日か

迄ま
で

に
申し

ん

請せ
い

し
た

方か
た

は
旅り

ょ

券け
ん

の
受う

け
取と

り
が
可か

能の
う

。
但た

だ

し
、
旅り

ょ

券け
ん

作さ
く

成せ
い

機き

故こ

障し
ょ
う

等な
ど

の
場ば

合あ
い

に
は
、
当と

う

日じ
つ

交こ
う

付ふ

で
き
な
い
こ
と
も
あ
る)

▼
各か

く

種し
ゅ

証し
ょ
う

明め
い

の
発は

っ

給き
ゅ
う

申し
ん

請せ
い

（
２
月が

つ

１
３
日に

ち

迄ま
で

に
申し

ん

請せ
い

し

た
方か

た

は
受う

け
取と

り
が
可か

能の
う

）

▼
戸こ

籍せ
き

・
国こ

く

籍せ
き

に
係か

か
わ

る
届

と
ど
け

出で

▼
そ
の
他ほ

か

領り
ょ
う

事じ

事じ

務む

に
関か

ん

す

る
相そ

う

談だ
ん

▼
在ざ

い

外が
い

選せ
ん

挙き
ょ

人に
ん

登と
う

録ろ
く

申し
ん

請せ
い

関か
ん

係け
い

を
保た

も

つ
よ
う
に
し
た
い

強き
ょ
う

調ち
ょ
うし
た
。
新し

ん

政せ
い

権け
ん

の
〝
世よ

渡わ
た

り
〟
の
お
手て

並な

み
拝は

い

見け
ん

か
。

　
　
　
　
　

◎

　

ア
マ
チ
ュ
ア
歌か

手し
ゅ

「
Ｚ
Ｅ
Ｎ

Ｋ
Ｙ
Ｕ
」
こ
と
小お

川が
わ

善よ
し

久ひ
さ

さ

ん
は
普ふ

段だ
ん

、
日に

っ

系け
い

企き

業ぎ
ょ
うの
駐

ち
ゅ
う

在ざ
い

員い
ん

向む

け
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
語ご

と
中

ち
ゅ
う

国ご
く

語ご

の
研け

ん

修し
ゅ
うを
提て

い

供き
ょ
うす

る
会か

い

社し
ゃ

「
漢か

ん

和わ

塾じ
ゅ
く
」（
在ざ

い

東と
う

京き
ょ
う
）
を
経け

い

営え
い

し
て
い
る
。
昨さ

く

年ね
ん

８
月が

つ

に
南

み
な
み

大た
い

河が

州し
ゅ
うで
開か

い

催さ
い

さ
れ
た
「
第だ

い

７
回か

い

日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
」

に
も
出

し
ゅ
つ

演え
ん

し
、
ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を
記き

念ね
ん

し
た
バ
ラ
ー
ド
「
百ひ

ゃ
く

と
十

じ
ゅ
う

年ね
ん

の
轍わ

だ
ち

」
を
披ひ

露ろ
う

し
て
好こ

う

評ひ
ょ
うを

博は
く

し
て
い
た
。
今こ

年と
し

は
ア
マ
ゾ

ン
移い

住じ
ゅ
う９
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

に
ち
な
ん

で
「
こ
の
地ち

に
舞ま

い
降お

り
た
の

は
」
を
作さ

っ

曲き
ょ
く。
ア
マ
ゾ
ン
移い

住じ
ゅ
う９
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を
少す

こ

し
で
も
盛も

り
上あ

げ
る
た
め
に
、
本ほ

ん

紙し

サ

イ
ト
の
左

ひ
だ
り

上う
え

に
も
映え

い

像ぞ
う

リ
ン

ク
を
設せ

っ

置ち

。
ぜ
ひ
多お

お

く
の
人ひ

と

に
聞き

い
て
ほ
し
い
も
の
。

「
最さ

い

初し
ょ

の
100
日に

ち

間か
ん

」
の
優ゆ

う

先せ
ん

課か

題だ
い

観か
ん

光こ
う

振し
ん

興こ
う

と
雇こ

用よ
う

創そ
う

出し
ゅ
つ

を
見み

込こ

ん
で

「
本ほ

ん

年ね
ん

は
三さ

ん

期き

目め

に
な
る
が
、

改あ
ら
ため
て
ご
協

き
ょ
う

力り
ょ
くを
お
願ね

が

い
し

た
い
」
と
呼よ

び
か
け
た
。

　

平ひ
ら

間ま

靖や
す
し

旺お

名め
い

誉よ

評ひ
ょ
う

議ぎ

員い
ん

議ぎ

長ち
ょ
う

は
、「
Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｌ
は
ロ

感か
ん

動ど
う

の
眞ま

子ご

様さ
ま

ご
来ら

い

伯は
く

振ふ

り
返か

え

る

ロ
ン
ド
リ
ー
ナ
文ぶ

ん

協き
ょ
う

、
新し

ん

年ね
ん

拝は
い

賀が

式し
き 歌か

手し
ゅ

Ｚ
Ｅ
Ｎ
Ｋ
Ｙ
Ｕ
さ
ん
発は

っ

表ぴ
ょ
う

ア
マ
ゾ
ン
90
周し

ゅ
う

年ね
ん

の
バ
ラ
ー
ド

ン
ド
リ
ー
ナ
市し

の
日に

っ

系け
い

人じ
ん

を

代だ
い

表ひ
ょ
うす
る
団だ

ん

体た
い

。
９
つ
の
部ぶ

門も
ん

に
分わ

か
れ
て
お
り
、
い
ず

れ
も
昨さ

く

年ね
ん

は
順

じ
ゅ
ん

調ち
ょ
うな
結け

っ

果か

を

得え

る
こ
と
が
で
き
た
」
と
し
、

「
特と

く

に
日に

本ほ
ん

の
皇こ

う

室し
つ

か
ら
眞ま

子こ

様さ
ま

を
歓か

ん

迎げ
い

さ
せ
て
い
た
だ

い
た
こ
と
は
、
大お

お

き
な
喜よ

ろ
こ

び

と
共と

も

に
光こ

う

栄え
い

な
出で

来き

事ご
と

だ
」

と
感か

ん

無む

量り
ょ
うな
面お

も

持も

ち
で
語か

た

っ

た
。

　

市し

議ぎ

会か
い

を
代だ

い

表ひ
ょ
うし
参さ

ん

加か

し

た
富と

み

永な
が

エ
ド
ア
ル
ド
議ぎ

員い
ん

の

祝し
ゅ
く

辞じ

の
後あ

と

に
、
丹た

ん

俊と
し

彦ひ
こ

元も
と

会か
い

長ち
ょ
うが
昨さ

く

年ね
ん

日に
っ

本ぽ
ん

政せ
い

府ふ

か
ら
外が

い

務む

大だ
い

臣じ
ん

賞し
ょ
うを
授じ

ゅ

賞し
ょ
うし
た
こ
と

へ
の
感か

ん

謝し
ゃ

を
述の

べ
た
。

　

今こ

年と
し

３
月が

つ

で
９
８
歳さ

い

と
な

る
相そ

う

談だ
ん

役や
く

の
平ひ

ら

沢さ
わ

正ま
さ

人と

氏し

は
、「
今こ

年と
し

も
元げ

ん

気き

で
参さ

ん

加か

で
き
た
。
長

ち
ょ
う

寿じ
ゅ

を
保た

も

つ
た
め

に
、
私わ

た
し

は
人ひ

と

の
長

ち
ょ
う

所し
ょ

を
見み

て

手て

本ほ
ん

に
し
て
行こ

う

動ど
う

し
、
ま
た

ご
先せ

ん

祖ぞ

を
崇あ

が

め
る
よ
う
に
し

（７） ２０１９年第５１６４号 	 １月	１９日	（土曜日）

日
に

本
ほん

のパスポート（参
さん

考
こう

写
しゃ

真
しん

）

ＡＣＥＬの新
しん

年
ねん

拝
はい

賀
が

式
しき

の出
しゅっ

席
せき

者
しゃ

ら

昨
さく

年
ねん

７月
がつ

、ロンドリーナを訪
たず

ねられたときの眞
ま

子
こ

さま

ボウソナ
ロ 政

せい

権
け ん

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

館か
ん

が
出し

ゅ
っ

張ち
ょ
う

サ
ー
ビ
ス

ロ
ン
ド
リ
ー
ナ
で
２
月が
つ
１
６
日に
ち

行お
こ
な
っ
た
後あ

と

に
関か

ん

し
て
、
両

り
ょ
う

省
し
ょ
う

は
「
ブ
ラ
ジ
ル
側が

わ

が
査さ

証し
ょ
う

免め
ん

除じ
ょ

を
し
た
後あ

と

に
は
、
４
カ
国こ

く

が
ブ
ラ
ジ
ル
に
対た

い

し
て
手て

続つ
づ

き
を
簡か

ん

素そ

化か

す
る
こ
と
を
期き

待た
い

す
る
」
と
報ほ

う

じ
ら
れ
て
い

　

議ぎ

題だ
い

は
１
８
年ね

ん

度ど

決け
っ

算さ
ん

並な
ら

び
に
事じ

業ぎ
ょ
う

報ほ
う

告こ
く

、
１
９
年ね

ん

度ど

予よ

算さ
ん

案あ
ん

並な
ら

び
に
事じ

業ぎ
ょ
う

計け
い

画か
く

案あ
ん

、
役や

く

員い
ん

改か
い

選せ
ん

並な
ら

び
に
監か

ん

査さ

役や
く

会か
い

の
改か

い

選せ
ん

な
ど
。
総そ

う

会か
い

終
し
ゅ
う

了り
ょ
う

後ご

、
新し

ん

年ね
ん

祝し
ゅ
く

賀が

会か
い

が
行

お
こ
な

わ
れ
る
。一ひ

と

人り

３
０
レ
。ま
た
、

会か
い

員い
ん

年ね
ん

会か
い

費ひ

は
１
０
０
レ
。

　

問と
い

合あ
わ

せ
は
、同ど

う

会か
い

館か
ん

（
１
１ 

・
３
２
０
８
・４
６
８
９
）
ま

で
。

　

日に

本ほ
ん

の
ア
マ
チ
ュ
ア
歌か

手し
ゅ

る
。
ア
ン
ト
ニ
オ
観か

ん

光こ
う

相し
ょ
うは
、

中ち
ゅ
う

国ご
く

や
イ
ン
ド
に
対た

い

し
て
も

ビ
ザ
取し

ゅ

得と
く

を
簡か

ん

素そ

化か

す
る
こ

と
を
検

け
ん
と

討う

中ち
ゅ
うと
語か

た

る
。

　

な
お
、
本ほ

ん

紙し

が
山や

ま

田だ

彰
あ
き
ら

大た
い

使し

に
問と

い
合あ

わ
せ
た
と
こ

ろ
、「
報ほ

う

道ど
う

は
聞き

い
て
い
る
が
、

日に

本ほ
ん

側が
わ

と
し
て
は
今い

ま

の
と
こ

ろ
検

け
ん
と

討う

中ち
ゅ
う。
具ぐ

体た
い

的て
き

な
話は

な
し
は

出で

て
い
な
い
」
と
の
返へ

ん

答と
う

だ
っ

た
。

直ち
ょ
く

面め
ん

し
た
熱ね

っ

帯た
い

病び
ょ
うを
描え

が

く
場ば

面め
ん

も
。《
熱ね

つ

に
う
な
さ
れ
た

夜よ
る

に
見み

せ
た
／
病や

ま
い

に
倒た

お

れ
た

母は
は

の
優や

さ

し
さ
／
幼お

さ
な

い
瞳ひ

と
み

の
見み

る
先さ

き

は
／
き
っ
と
素す

敵て
き

な
舞ぶ

台た
い

に
違ち

が

い
な
い
ね
／
た
だ
白し

ろ

い
雲く

も

が
浮う

か
ん
で
い
た
／
流な

が

し
た
涙な

み
だ

は
大だ

い

地ち

に
と
け
て
／

そ
し
て
僕ぼ

く

の
こ
の
小ち

い

さ
な
手て

は
／
必か

な
ら

ず
夢ゆ

め

を
つ
か
む
か
ら
》

と
情

じ
ょ
う

感か
ん

豊ゆ
た

か
に
歌う

た

い
上あ

げ
る
。

　

汎は
ん

ア
マ
ゾ
ニ
ア
日に

っ

伯ぱ
く

協き
ょ
う

会か
い

の
堤

つ
つ
み

剛ご
う

太た

副ふ
く

会か
い

長ち
ょ
うに
知し

ら
せ

る
と
、
さ
っ
そ
く
視し

聴ち
ょ
うし
「
い

い
う
た
で
す
ね
！　

ジ
ン
と

き
ま
し
た
よ
。
９
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

祭さ
い

の
応お

う

援え
ん

歌か

と
し
て
、
当と

う

地ち

の

方か
た

た
ち
に
も
是ぜ

非ひ

覚お
ぼ

え
て
口く

ち

ず
さ
ん
で
ほ
し
い
で
す
ね
。

祭さ
い

典て
ん

で
お
待ま

ち
し
て
居い

ま
す
」

と
の
コ
メ
ン
ト
を
寄よ

せ
た
。

て
い
る
」
と
長

ち
ょ
う

寿じ
ゅ

の
秘ひ

訣け
つ

を

披ひ

露ろ
う

し
、「
以い

前ぜ
ん

に
何な

に

事ご
と

か

重じ
ゅ
う

大だ
い

な
催も

よ
お

し
が
あ
っ
た
際さ

い

に
は
、
聖せ

い

市し

の
次つ

ぎ

に
ロ
ン
ド

リ
ー
ナ
文ぶ

ん

協き
ょ
うが
指し

定て
い

さ
れ
る

ほ
ど
の
人
気
と
活か

つ

力り
ょ
くが
あ
っ

た
。
あ
の
当と

う

時じ

の
勢い

き
お

い
を
持も

っ
て
ほ
し
い
」
と
役や

く

員い
ん

に
は

チ
ク
リ
と
痛い

た

い
言こ

と

葉ば

で
激げ

き

励れ
い

し
た
。

『
一い

ち

月が
つ

一つ
い
た
ち日
』
を
合が

っ

唱し
ょ
う

後ご

、

平ひ
ら

間ま

氏し

の
音お

ん

頭ど

で
乾か

ん

杯ぱ
い

し
、

婦ふ

人じ
ん

部ぶ

特と
く

製せ
い

の
お
雑ぞ

う

煮に

を
食た

べ
つ
つ
新し

ん

年ね
ん

の
門か

ど

出で

を
祝い

わ

い
、会か

い

員い
ん

は
交こ

う

流り
ゅ
うを
深ふ

か

め
た
。

　

笠か
さ

戸ど

丸ま
る

移い

民み
ん

の
三さ

ん

世せ
い

に
あ

た
る
西に

し

村む
ら

幸ゆ
き

夫お

さ
ん
（
７
３
、

三さ
ん

世せ
い

）
は
夫ふ

人じ
ん

の
照て

る

子こ

さ
ん

と
共と

も

に
参さ

ん

加か

し
、「
昨さ

く

年ね
ん

始は
じ

め
て
出

し
ゅ
っ

席せ
き

し
た
が
、
す
が
す

が
し
い
雰ふ

ん

囲い

気き

が
気き

に
入い

っ

て
、
今こ

年と
し

は
早は

や

め
に
来き

た
。

来ら
い

年ね
ん

は
友と

も

達だ
ち

も
誘さ

そ

っ
て
参さ

ん

会か
い

し
た
い
」
と
語か

た

っ
た
。

（
中な

か

川が
わ

芳よ
し

則の
り

ロ
ン
ド
リ
ー
ナ

通つ
う

信し
ん

員い
ん

）

　

ブ
ラ
ジ
ル
宮み

や

崎ざ
き

県け
ん

人じ
ん

会か
い

（
竹た

け

下し
た

達た
つ

也や

会か
い

長ち
ょ
う

）
の
「
定て

い

期き

総そ
う

会か
い

」
が
２
月が

つ

３
日か

、
聖せ

い

市し

リ
ベ
ル
ダ
ー
デ
区く

の
同ど

う

会か
い

館か
ん

（A
v.da liberdade, 

4
8

6
 -2

 sl 2
1

 e 2
2

）

で
開ひ

ら

か
れ
る
。
第だ

い

一い
ち

次じ

召し
ょ
う

集
し
ゅ
う

は
午ご

前ぜ
ん

１
０
時じ

、
第だ

い

二に

次じ

召
し
ょ
う

集し
ゅ
うは
午ご

前ぜ
ん

１
０
時じ

半は
ん

か
ら
。

　

こ
れ

は
、
４

カ
国こ

く

か

ら
の
旅り

ょ

行こ
う

者し
ゃ

の

増ぞ
う

加か

に
よ
っ

て
、
観か

ん

光こ
う

業ぎ
ょ
う

振し
ん

興こ
う

と
雇こ

用よ
う

創そ
う

出
し
ゅ
つ

に
よ
る

国こ
く

内な
い

消
し
ょ
う

宮み
や

崎ざ
き

県け
ん

人じ
ん

会か
い

総そ
う

会か
い

２
月が
つ
３
日か

日
に

本
ほん

の観
かん

光
こう

ビザ免
めん

除
じょ

検
けん

討
とう
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